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日本 自転車振興会 の機械工業振興資金による 「昭和45年 度情

報処理普及促進 に関す る補助 事業」の一環 として実 施 した ものです。
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序 に か え て

コ ン ピ ュ ー タ を 中 核 とす る 情 報 処 理 シ ス テ ム は 近 年,長 足 の 進 歩 を遂げ て ま い り ま し た

が,な か で も通 信 回 線 と結 合 して遠 隔 地 間 の情 報 処 理 を 有 機 的 に行 な うオ ンラ イン'シ ステ

ム は と くに 脚 光 を浴 び て お り ます 。

しか しな が ら,現 在 オ ンラ イン'シ ステ ム が 当 面 して い る問 題 には,コ ン ピ ュ ー タ と端 末

機 器 の 整 合,端 末 機 器 じ た い の 多 様 性,さ らに これ ら と結 ぶ 通 信 回 線 の伝 送 技 術 に 関 連 す

る諸 問 題 等,複 雑 か つ 困 難 な 問 題 が 数 多 く横 た わ っ て お り ます 。 この よ うな な か で オ ン ラ

イン'シ ステム を経 済 的 に 建 設 し,さ らに そ れ を 効率 的 に 運 用 してい くた め に は,こ れ らに

関 す る各 種 の標 準 化 が 欠 く こ と の で きな い 前 提 条 件 と な り ま す 。

通 信 回 線 を通 じて,デ ー タ の伝 送 を円 滑 に 行 な うた め の 伝 送 制 御 に つ い て も,そ の標 準

化 が急 が れ る重 要 な 分 野 で あ りま す ・

現 在 こ の 伝 送 制 御 の標 準 化 に つ い て は 国 際 的 に はISO,CCITT,国 内 的 に は 情 報

処 理 学 会 お よび 日本 電信 電 話 公 社 を 中心 と して す す め られ て おbま す が,当 財 団 は 昭 和45

年 度 事 業 の 一 環 と して,こ の う ち国 際 的 な 標 準 化 の 動 きに つ い て調 査 を行 な い,こ こに そ

の結 果 を と り ま とめ ま した の で ご報 告 い た し ます 。

本 報 告 書 が わ が 国 の情 報 処 理 関 係 者,な か ん ず くオ ン ライ ン'シ ス テム の研 究 開 発 に 携 わ

っ てお られ る 方 々 に 広 く利 用 さ れ,も って わ が 国 の情 報 処 理 産 業 発 展 の一 助 とな り ます よ

う念 願 す る次 第 で あ り ます 。

昭和46年6月

課 躰 情報処理開発セ ンター

会 長 難 波 捷 吾
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伝 送 制 御 の 標 準 化

(コ ン ピュー タと通 信回 線の イン タフェー ス)

通信 回線 と コン ピュー タを結 合 して作成 さ れ るオ ンライ ン ・システムに おいて は,オ フ ライ ン ・シ

ス テ ムでは考 え られ なか った特 有の 問題が あ る。

① 情 報 を伝送 に適 した形態 に変換 す る こと;例 えば,ビ ッ トの 直並 列 変換。

② 通 信路 に交換 機が 存在す る と き,そ の間 の関係。

③ 伝 送路 で生ず る誤 り,伝 送路 の障害 。

④ 経済性 を狙 って,1っ の 伝送 路 に複数個 の局が 接続 され る と きの選択 的通 信。

これ らを制御 す る機能 を通信 制御 と呼 び 「コン ピュー タ と通 信回 線 のイ ン タフェース 」 を考 え る う

え に欠 かす こ とが で きない もので ある。

情 報処理 網 の地域 的拡 が りは,通 信 との結合 に より世 界 的規模 にま でお よぶ ことにな るの で,こ の

面の 標準 化 を考え るには 国際的 レベル でな され ねば なら ない。 本調査報 告は通 信制 御機 能の二 部 であ

る伝 送制 御(情 報実 体の 転送に 付帯 す る制 御)の 国際 的 な標 準化 の動 きを調査 し とりま とめた もので

あ る。
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1伝 送 制 御 の 定 義 〔1〕

伝 送 制 御 とい う概 念 は 必 ず し も明 確 に さ れ て い ない よ うに 感 じる の で 実 態 を 明 らか に して み よう。

公 式 に 定 義 さ れ た も の と して は,JIS-C6220(情 報 交 換 用 符 ・号)の 付 属 書 に 「機 能 キ ャ ラク

タTC;伝 送 制 御(Transmissi・nC・ntr・1)と は 電 気 通 信 網 に ょる 情 報 伝 送 を制 御 し ・あ る い

は 容 易 にす るた め の 機 能 キ ャ ラ ク タ。 」と定 義 され てい るのが 唯 一 の もの と思 わ れ る 「こ れ はISO

推 薦 規 格;R646(情 報 交 換 用6お よび7ビ ッ トキ ャ ラク タ セ ッ ト)で の 定 義 と同 じで あ ろ う。」

と れ だ け で は,あ ま りに 漠 然 と して お り,こ の た め通 信 制 御 と の 混 同 が 生 じ か ね ない 。 概 念 的 に

は,「 情 報 」を 「伝 送 」す る の が 「通 信 」で あ り 「通 信 制 御 」の 一 部 と し て 「伝 送 制 御 」が 含 まれ

る べ き も の であ る。 電 子 通 信 学 会 誌4/69に お い て勝 丸 氏 は 伝 送 制 御 を 「通 信 回 線 を使 っ て 情 報 を

伝 送 す る た め に は 単 に 情 報 の 実 体 を 転 送 制 御 す る こ と以 外 に 種 々の 付 帯 的制 御 が 必 要 に な る 。 」 と

し て そ の 例 を挙 げ そ の総 称 と し て 一 般 に 「 伝 送 制 御 」 と呼 ん でい る と説 明 し て い る。 一 方 通 信 制 御

は 同 じ雑 誌 の 別 ペ ー ジで 戸 塚 氏 が,「 通 信 制 御 は 情 報 処 理 装 置 と遠 隔 情 報 源 との 間 に 伝 送 路 を介 し

て,デ ー タ を送 受 信 す る た め に 必 要 な 制 御 を 意 味 す る 」 と定 義 し て い る の で,最 初 に 挙 げ た 概 念 的

関 係 が 妥 当 で あ る と 思 わ れ る。
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2伝 送 制 御 の 具 体 的 内 容 〔1〕

伝 送 制 御 の具 体 的 内 容 は,前 述 の よ うに そ の 定 義 が 判 然 と しな い た め 人 に よ り多 少 の 差 異 が あ る

が,一 般 的 に は 次 の よ う な もの が 取 りあ げ ら れ て い る 。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

送信 側 と受 信 側 との間の デー タ ・リン クの設 定

同期 の維 持

相手 局 の状態確 認

伝送 フォー マ ッ ト

誤 り制御

伝送 の終結

リンクの切断

一般 的で はな いが と くに 不在 通信制 御 を挙げ て いる もの もあ り,そ の 内容か らみ ると 当然 これ に

含ま れるべ きもの と考 え られ る。

●
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3伝 送 制 御 の 実 行 部 分 〔1〕〔9〕〔11〕

.伝 送 制 御 の 実 行 は 模 型 的 に は 図1-.1に 示 す よ うな 伝 送 制 御 送 置 が 行 な う と さ れ る。 しか し,実

際 の 装 置 上 で は ど の よ うに な る で あ ろ.う か,端 末 装 置 と 呼 ば れ る小 規 模 な 装 置 の 場 合 は ・ この 機 能

＼ K

`

図1-1全 二 重 通 信 の 例

に 相 当 す る 装 置 が 分離 され る ケ ー ス は 少 い が,.セ ン ター と 呼 ばれ る よ うな 大 規 模 な 装 置 側 で は,通

信 制 御 装 置 がMODEM(変 復 調 装 置)とCPU(中 央 処 理 装 置)の 間 に 介 在 す る こと に な る 。

通 信 制 御 装 置 は そ の 名 前 の と お り,通 信 制 御 機 能(伝 送 制 御 を 含 む)を 担 当す る わ け で あ る が,

しか し,通 信 制 御 機 能 の 全 て を 必 ず 行 な うわ け で な く,中 央 処 理 装 置 の ソ フ トウ エ ア と の 分 担 に よ

り変 る。 そ の 分 担 は シ ス テ ム全 体 の コ ス トパ フ ォー マ ン ス か ら定 め られ る べ き も の で あ り現 実 に 種

々 の 分 担 が 行 な わ れ て い る 。 こ の 分 担 に 伴 な い そ の 一 部 で あ る伝 送 制 御 に つ い て もCPUに 分 担 さ

れ て い る も の が あ る 。

次 の 表 に パ ソフ ァお よび 制 御 論 理 を対 象 と した 通 信 制 御 装 置 の 分 類 とそ の 機 能 を示 す 。
`

■
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表1-1通 信制 御装置 の分類

'
、

㍍

.

分 類 分 類 略 号 所要最大
.ハ
ッ フ ァ

制御論理 機襲 方 式 説 明

1

特 徴

組

立

パ

。

フ

ァ

Bμ 〃 θγzθss

BI.S

な し 文

字

組

立

制

御

①

②

受信 サンプル機能を もちビ ット,
文字組立 制御メモ リ領域はCPU
メモ リ共用

融 通 性 大

構 成 単 純

CPUメ モ リ

ラ.テ ー ル 大

負 荷 大

B∠`B好 ∫eγ

BB

ビ ッ ト

メ モ リ

①

②

受信 ビット組立機能を もち文字組
立,制 御 メモ リ領域 はCPUメ モ
リ共用

〃 〃

Asse励 εy

Bμ ∫∫θγ

AB

組 立

文 字
メ モ リ

①
②
◎

.

文字組立完成に ょりCPUメ モ リ
へ転送,そ の後の処理はGPUメ

モ リ上で行な う

〃

プ ロ グ ラ ム

負 荷 大
割 込 大

文

字

パ

。

フ

ァ

Cんaγacεoγ

B好 ∫θγ

GBO

処 理 用
文 字
メ モ リ 伝

送

プ

ロ

ツ

ク

制

御

①
～
④

伝送 ブロックの始終 を判別 しGPU
メモ リ上に電文を組立る

融 通 性 大

割込は少ない

プ ロ グ ラ ム

負 荷 や や 大

c61
〃

コン トロール

メ モ リ

①
～

⑥

伝送ブロック受信あるいは送信 な

どのシングルコマン ド方式

プ ログ ラム

負荷は少ない

融通性はハ ー
ドウエアによりや

や制約される

c;、 〃

①
～
⑦

電文送信とその確認,電 文受信と
応答等複合コマン ド方式

プ ロ グ ラ ム

負荷 更に少ない

〃

◆

フ ロ ッ ク

・バ ッ フ ァ

B↓oc〃Bμ ∫∫θゲ

BL-B

伝 送

ブ ロック

①

～
⑨

伝 送 ブ ロ ックの バ ッフ ァ リング,

再 送制 御 を行 ない,ク リーンデ ー"タCPU
へ送 信す る

プ ロ グ ラ ム

負荷更に少ない

〃
バッフ ァサ イズ

の 制 約 あ り

メッセ ージ

・バ ッ フ ァ

MθS8agθ

Bμ ∫∫ θγ

MSB

メッセ ージ

'
ハ ッ7ア

メ
ッ制
セ
1.御
シ

①
～
⑩

ス トア ー トプ ログ ラム方 式 に ょり

電 文 メ ッセ ージの 伝 送制 御を行

な う

融 通 性 大

負 荷 少 な い

ハ ー ドウ エ イ

規 模 大

① 伝送文字の組立分配(直 並列 変換)

② 回線の接続制御,通 信状態の監視

③ 伝送誤 り検 出(VRC,LRC)

④ ファンクシ。ン判別(電 文始終符号判男|」)

⑥ 文字 シーケンス制御(伝 送 ブロック内の文字 シーケ

ンスの判定,時 間監視,コ マン ド起動終結)

⑥ 伝送 シーケンス制御(伝 送ブロック,応 答確認等の

コ マン ドシ ーケ ンス制 御,チ ェ イン ニ ング)

0ボ ー リング,全 二 重割 込,文 字 そ う入抹 消 等付 帯 制

御

⑥ デ ータの ブ ロ ック組 立 分 配 バ ッフ ァ リング

⑨ コ ー ド変衡 電 文再 送

⑩ メ ッセ ージ制 御(組 立,通 番 処 理,誤 電 文 処 理 診断,

ジ ャ ーナル,編 集 そ の他)

●
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4伝 送制御 の標 準化 の動 き 〔4〕

伝送 制 御 の 標 準 化 は.国 際 的 にISO(TCg7/SC6)te.よ ぴCCITT(SP.A)で 取bあ げ

検 討 を 行 な っ て い る が,そ の 進 行 の 概 況 を 表 に示 す 。

項 目 会 議 作 成 文 書

A伝 送制御手順

① ベ ーシ ック ・モ ー ド伝 送制 御 手順. ト リ ノ(19686) ISO勧 告案DR1745

② 〃 〃 の補足 パ リ(197α6) ISO原 案N390

(多 重 セレクシ 。ン,放 葉お よび中断手順,回 復手順)

⑨ コ ードに独立な伝送制御手順 ロン ドン(196911) ISO原 案N328

④ 同時監視を有する両方向同時伝送制御手順 〃(〃) ISO〃N325

⑤ 交互 〃 〃 〃 〃(〃) ISO文 書N329

⑥ 会話 モー ド制 御手順 パ リ(197α6) ISO勧 告案作成を決定

⑦ 高 級デ ー タ ・リン ク制 御 手順 〃(〃) ISO原 案N400

B誤 り制御
・

① 情報 メ ッセージ中の誤 り検 出用水平パ リティの用法
馳

パ リ(〃) lSO勧 告 案DRI732

② コー ドに依存 しない誤 り制御方式(CRC方 式)
痴 言 チン

会(1968)
CCITT勧 告V.41

∠

q

t

γ
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5伝 送 制 御 手 順 〔11〕

伝 送 制 御 手 順 は,大 き く3つ に 分れ る 。

α')簡 易 形 の 手 順

b)基 本 形 の手 順(ベ ー シ ッ ク ・モ ー ド)

c)高 級 デ ー タ ・ リ ン ク 用 の 手 順

① 基 本 形 の 手 順;ISOの7ビ ッ ト ・コ ー ドに定 義 さ れ て い る10コ の 伝 送 制 御 符 号(T.C.C;

TransmittingC。ntr。1Character)を 用 い る もの で,中 心 と な る局(制 御 局)か ら,ポ ー

リン グ,セ レク テ ィ ン グ等 で制 御 を 受 け る 局 が 複 数 あ るやN複 雑 な デー タ ・ リ ン ク を 対 象 に し

て い る
.o

② 簡 易 形 の 手 順;安 価 な 簡 易 形 の 端 末 を 対 象 とす る もの で,制 御 内容 も 少 な く,各 種 の 端 末 に

応 ず る と きやS汎 用 性 を犠 牲 に せ ざ る を 得 な い 。

③ 高 級 デー タ ・ リン ク 用 の 手 順;コ ン ピュ ー タ相 互 間 の 通 信 ま で の 運 用 を ね ら っ て 汎 用 性 に 富

み,使 用 効 率 が よ く,信 頼 性 が 高 く,コ ン ピュ ー タ技 術 と の 親 和 性 の 良 い エ ン ベ ロ ッ プ ・モ ー

ドと呼 ば れ る 伝 送 制 御 手 順 の検 討 が 開 始 さ れ て い る 。

5t基 本 形 の手 順 〔4〕

この 手 順 は,①ISOの 推 薦 規 格 と して ほS'固 ま っ た ベ ー シ ッ ク ・モー ド制 御 手 順 と,② ベ ー

シ ック ・モ ー ドの 補 足 ③ ベー シ ック ・モー ドの 拡 張 の3つ に 分 け 検 討 が 進 め ら れ て い る 。

① ベ ー シ ック ・モ ー ド制 御 手 順

… ・一 一 騰 二

③ ベ ー シ ッ ク ・モー ドの 拡 張

・コー ドに 独立 な伝送制御手 順

・同時監 視 を有す る両方 向同 時伝送 制御手 順

・交互 〃 〃 〃

・会話 モー ド制御 手順

5.2ペ ー シ 。ク.モ ー ド制 御 手 順 〔3〕

こ の手 順 は 半 二 重 通 信 を 基 本 とす る もの で あ り,伝 送 方 向 の 反 転 に 要す る 遅 れ 時 間 が 問 題 に な

る 場 合 は,こ の手 順 で は 扱 え な い 。 ま た 単 一 リ ン ク の み の オ ペ レー シ ョ ン も 問 題 外 で あ る 。

5?2.1TCCの 機 能

伝 送 制 御 はISO/CCITTの7ビ ッ ト ・ コー ド

る 。 これ ら のTCCの 機 能 を 表5-1に 示 す 。
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表5-1

名 称 機 能

SOH S`α γ`o∫Hθ αd∠ γ↓9 情 報 メ ッ セ ー ジ の ヘ ッ デ ィ ン グ の 開 始 用 キ ャ ラ ク タ と し

て 用 い られ る 伝 送 制 御 キ ャ ラ ク タ 。

STX S`α γ εo∫Te鉱 ε テ キ ス トに 先 行 し,ヘ ッ デ ィ ン グ を 終 結 す る の に 用 い ら

れ る 伝 送 制 御 キ ャ ラ ク タ 。

ETX Eπdo∫Tθ 趾 テ キ ス トを 終 結 す る伝 送 制 御 キ ャ ラク タo

EOT Eπdo∫Tγ αηsη τるssづo?己 1つ あ るい は,そ れ 以 上 の 伝 送 の 終 了 を示 す た め に 用 い

られ る 伝 送 制 御 キ ャ ラ ク タ。

ENQ Eπ σ九 τγy 遠 隔 局 か らの 応 答 を 要 求 す る もの と し て 用 い ら れ る伝 送

制 御 キ ャ ラク タ 。 応 答 に は 局 識 別 や 局 状 態 に 関 す る もの を

含 む 。 加 入 電 話 交 換 網 に お い て,"あ な た は"(WRU)機

能 が 使 わ れ る 時は,接 続 が 確 立 した あ と の 最 初 のENQは,

"WRU"(局 識 別)の 意 味 を もつ 。 そ の 後 のENQに は,

"WRU"の 機 能 を 含 め て も,含 め な くて も よ く こ れ は 合 意

に よ っ て決 め ら れ る。

ACK Ac〃 ηo川 θ49θ 送 信 側 に 対 す る肯 定 的 応 答 と し て 受 信 側 よ り送 ら れ る伝

送制 御 キ ャ ラ ク タ。

DI.E Dα`αL`?じ 丘E8cαPθ あ と に 続 く一 定 数 の 連 続 した キ ャ ラ ク タの 意 味 を 変 え る

た め の 伝 送制 御 キ ャ ラク タ。 専 ら補 助 的 な伝 送 制 御 機 能 を

得 る た め に 用 い られ る 。DLEシ ー ケ ン ス で は,グ ラ フ ィ

ッ ク とTGCの み が使 用 で き る。

NAK Nθ9α`τ カθAc元 γ↓oω ↓θ∂9θ 送 信 側 に 対 す る否 定 的 応 答 と し て 受 信 側 よ一り 送 ら れ る伝

送 制 御 キ ャ ラク タ。

SYN SyγLC九 γo?τoμsI己Zθ 同 期 を と り,そ れ を維 持 す る た め の 信 号 と な る 他 の キ ャ

ラク タ が 全 くな い 場 合 に同 期 伝 送 シ ス テ ムが 用 い る 伝 送 制

御 キ ャ ラ ク タ。

ETB Eπ ∂0∫Tγ απSη ぴSSる0π

B～oc克

伝 送 上 の 目的 で,デ 」 タが い くつ か の ブ ロ ック に 分 け ら

れ る 時,そ の デ ー タの 伝 送 ブ ロ ック の 終 り を 示 す た め に 用

い られ る伝 送 制 御 キ ャ ラク タ。
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5.2.2フ ェイ ズ ・ダ イ ヤ グ ラ フ 〔3〕C4〕[1())

シス テ ムの 動 作 手 順 は 次 の5つ の フ ェ イズ か ら な っ て い る。

① フ ェ イ ズ 」は 電 話 交 換 網 にお け る接 続 の 確 立 。

② フ ェ イ ズ2は デ ー タ ・ リン ク の 確 立 。

③ フ ェ イズ3は 情 報 の転 送 。

④ フ ェ イ ズ4は リン ク の終 結 。

⑤ フ ェ イ ズ5は 接 続 の解 放 。

以 上 の フ ェ イズ の う ち フ ェ イ ズ1,5の2つ の フ ェ イズ は 制 御 手 順 の範 囲 外 で,電 気通 信 主 管 庁 の

範 囲 で あ る。 ま た フ ェ イ ズ2は,一 般 的 に ポ ー リン グAた は セ レ ク テ ィ ン グ に よ り行 な わ れ る が,こ

の 前 に私 設 の 回 線 交 換 を含 む こ とが あ る。

・ ・ イズ11

一般交換網 での接続1

「
|
1

フ ェイズ2

デ ー タ'リ ン クの 確立

7エ イズ3

情 報 転 送

。。イズ41。.イ ズ5

終 結1一 般交換網の解放

|
1

,

{頃

　
1(注)BPxは その フ

ベ ーシ ・ク ・一 ・綱 ・範囲 一 一 一 →
..イ 双 はサカ

エイズ不 用 の と き

図5-1フ ェ イズ ・ダ イヤ グ ラム'の バ イパス

● 5.2.5メ ッ セ ー ジ の.オ ー マ 。 輿 〔1〕

あ らゆ る伝 送 さ れ る キ ャ ラク タ ・シ ー ケ ン スは 少 く と も1個 のTCCを 伴 な う。 そ れ ら のTCCは

デ ー タ ・キ ャ ラク タ の シ ー ケ ン ス が持 つ情 報 の性 質 を規 定 す る か,監 視 機 能 を 果 す か の ど ち らか の た

め に使 用 さ れ る。

メ ッセ ー ジ は,つ ぎ の3と お り に分 類 さ れ る。 ① 情 報 メ ッセ ー ジ,② 順 方 向監 視 シー ケ ン ス,

③ 逆 方 向 監 視 シ ー ケ ン ス 。

情 報 メ ッセ ー ジ;情 報 メ ソ セ ー ジ は1つ の テ キ ス トか ら構 成 され テ キス トに は ヘ ッデ ィ ン グ が 先 行

す る こ とが あ る 。 ヘ ッデ ィ ング に は経 路,優 先 度,保 証,メ ッセ ー ジ番 号 な どテ キ ス トの 処 理 に 関 す

る補 助 的 な情 報 が 含 ま れ る 。 この メ ッセ ー ジ を区 画 す る た め にSOH,STX,ETBお よびETX

が使 用 さ れ,こ れ ら の キ ャ ラク タ は単 独 に送 られ る こ とは な い 。情 報 メ ッセ ー ジ の フ ォ ー マ ッ トと し
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て は5つ の 形 態(A-E)が 定 め ら れ ておb,各 形 態 と相 互 の 関係 は 図5-2に 示 す とお りで あ る 。
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O

図5-2情 報 メ ッセ ー ジの フ ォー マ ッ ト

*1ヘ ッデ ィ ン グ は2つ 以

上 の ブ ロ ッ クに 分 割 す る こ と

がで き る 。 そ の と きヘ ソデ ィ

ング はETBで 中 断 さ れ,次

に続 く部 分 はSOHで 再 開 さ

れ る 。

*2テ キ ス トは2つ 以 上 の

ブ ロ ック に 分割 す る こ とが で

きる 。そ の と き テ キ ス トは,

ETBで 中 断 さ れ,次 に続 く

部 分 はSTXで 再 開 さ れ る。

一 方
,こ の よ う な情 報 メ ッセ ー ジ の 転 送 を 制 御 す る た め に用 い られ る監 視 シ ー ケ ンス の種 類 とフ ォ

ーマ ッ トぱ つ ぎ の よ うに 定 め られ て い る 。

(a)順 方 向 監 視 シ ー ケ ン ス 　
EE

・ボ ー リ ン グ0ポ ー リ ン グ ・ア ドレ スN

TQ
)

● セ レ ク テ ノ ン グ 　
EE

局 セ レ ク シ ョ ンOセ レ ク テ ィ ン グ ・ア ドレ スNTQ

)E

応 答 不 必 要 な場 合 はNは つ け な いQ

E

識 別・ 状態問合 せ(九 フ・ ・クス)昌

・㌶2}一 蹴 ・・・… ク・・i

DE
・切 断LO

ET

(b)逆 方 向 監 視 シ ー ケ ン ス

:㌘ ㌘}誓 ㌶ ・・・・・…)1

:陀 ㌶ ・瓢2・ ・・… ク・・1
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'●

・ポ ー リン グ に対 す る 否 定 応 答

・覧㌶}一 ・酬

・ 切断

E
O

T
)スク

ツイプレブ(

E
O

T

E
O
T

D
L
E

注()内 は 省 略 さ れ て も よ い 。

これ らの 情 報 メ ッ セ ー ジ お よび 監 視 シー ケ ンス の用 い 方 お よび7エ イ ズ との関 連 を示 す ダ イヤ グ

ラ ム を 図5-3に 示 す 。

5.2.4各 。:=イ ズ の 説 明〔・〕〔・)"

フ ェ イズ2か ら4へ の 詳 細 な手 順 を以 下 に述 べ る。

〔1〕 デ ー タ ・リン ク の 確 立(7エ イズ2)

(a)Switching

私 設 交 換 過 程 が 用 い ら れ る事 も あ る が,こ の 推 薦 規 格 で は 述 べ な い 。

(b)ポ ー リ ング

ポ ー リン グは,メ ッ セ ー ジ を送 信 さ せ る た め に1度 に1局 ず つ 規 則 的 に局 を勧 誘 す る過 程 で

あ る 。 ポ ー リン グ の基 本 機 能 は1度 に た だ1つ の局 だ け が送 信 し うる 事 を保 証 す る事 に よ って

回 線 の 争 奪 を防 止 す る 事 に あ る 。

ポ ー リ ン グ の過 程 は,EOTに つ づ い て制 御 局 だ け が実 行 す る事 が で き る 。

1つ の局 が しか る ぺ き ポ ー リン グ監 視 シ ー ケ ン ス を受 信 す る と主 局 に な る。

各 ポ ー リン グ監 視 シ ー ケ ン ス は デ ー タ ・リン ク上 の た だ1つ の 局 を識 別 す る も の で な け れ ば

な ら な い。 しか し なが ら,或 る1つ の局 に2つ の先 行 情 報(た と えば 発 生 した トラ フ ィ ック の

優 先 度 を区 別 す る た め)を 割 当 て る事 もで き る 。

ポ ー リン グ 監 視 シ ー ケ ンス の送 信 に対 して↓ 無 応 答 か,あ る いは 無 効 応 答 を 受 信 した 場 合,.

制 御 局 は,終 結 監 視 シ ー ケ ン ス(EOT)を 送 信 す る こ とに よ っ て確 立 さ れ て い る デ ー タ ・ リ

ン ク を解 放 し な け れ ば な ら な い 。

あ る シ ス テ ム で は,EOTの 次 に直 ち に ポ ー リ ン グ,あ る い は セ レ'?テ ィ ング ・シ ー ケン ス

を つづ け る こ とは 出 来 な い 。 この よ うな場 合 に は,EOTと ポ ー リン グ あ る いは セ レク テ ィ ン

グ シ ー ケ ン ス の 間 に 若 干 の 遅 延 を もた せ る こ と が必 要 で あ る 。例 えば,数 個 の"フ ィ ラ ー"キ

ャ ラク タが 用 い られ る。

ポ ー リン グ ・シ ー ケ ン ス は,EOTの 削 除 が オ プ シ ョ ン と して用 い られ て い る よ うな フ ェ イ

ズ1を 含 む シ ス テ ムを 除 い て常 にEOTに 先 行 され る 。 あ る種 の セ レ ク テ ィ ング ・シ ー ケ ンス

も,EOTに 先 行 さ れ る こ とが あ る 。
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(C),セ レク テ ィ ン グ

セ レ ク テ ィ ン グは,1つ あ る い は,そ れ 以 上 の局 に情 報 メ ッセ ー ジ を受 信 す る よ う勧 誘 す る

通 常 の過 程 で あ る 。 しか し なが ら,そ れ は,局 識 別 の チ ェ ック お よび/ま た は 局 状態 を知 る た

め の み に用 い る こ と が で き る 。

セ レク テ ィ ン グ過 程 は,主 局 に よっ て の み 行 なわ れ う る 。

マ ル チ ス テ エ ー シ ョ ン ・デ ー タ ・ リンク が用 い られ る場 合 に は,セ レ ク テ ィン グ監 視 シー ケ

ン ス は,局 の ア ドレ ス に よ る手 段 で,1つ あ る いは 数 個 の局 を単 に識 別 す る の で あ る 。

この機 能 は局 セ レク シ ョ ン と呼 ば れ る。 ア ドレス に は,希 望 す る局 め ア ドレ ス を示 す 情 報 以

外 に優 先 順 位 とか,端 末 セ レ ク シ ョン を含 ん で も よい 。 セ レ ク テ ィ ン グ監 視 シ ー ケ ン ス の ア ド

レ ス は,リ ン ク上 の1局,あ る いは1郡 の局 を識 別 で き る 。

局 セ レク シ ョ ン シ ー ケ ン ス は,主 局 状 態 に あ る制 御 局 あ る い は,あ らか じめ ポ ー ル され た局

に よ っ て の み送 出 さ れ る 。

point-to-pointデ ー タ ・リン クで は,セ レ ク テ ィ ン グ監 視 シー ケ ン スは,ENQキ ャ

ラ ク タ の み に制 限 す る こ と が で き,デ ー タ ・ リン クを 初 期 状 態 か ら脱 出 さ せ る働 き を す る 。

あ らゆ る場 合,セ レク テ ィ ン グ監 視 シー ケ ンス は,セ レ ク トさ れ る か あ る い は,対 抗 した 局

か ら状 態 応 答 を要 求 す る 。 も し,無 応 答 あ る い は,無 効 応 答 が 受 信 さ れ た場 合 に は,主 局 は,

伝 送 の 回 復 の た め の行 為 を と らな け れ ば な らな い 。(回 復 手 順 参 照)

注1)上 記 の 場 合 の 他 に,"FastSelect"と よば れ る も の が 用 い られ る 。 この 場

合,情 報 メ ッセ ー ジ は セ レク テ ィ ン グ ア ドレス に 直 ち に つ づ く。 こ の手 順 の使 用 は,送

信 側 と受 信 側 の特 別 の 同 意 が 必 要 で あ る 。

注2)す べ て の局 に 同 一 の メ ッセ ージ を送 信 す る た め に,複 数 個 の局 を遂 次,あ る い は群

セ レ ク トす る 方 法 は,こ のISO推 薦 規 格 に は 完 全 に は規 定 さ れ て い な い 。

〔2〕 情 報 の 転 送(フ ェ イズ3)

(a)ヘ ッデ ィ ン グ

情 報 メ ッセ ー ジ の ヘ ッデ ィ ン グ は,1つ の テ キ ス トの 通 信 に 関 す る補 助 的 情 報 を構 成 す る キ

ャ ラ ク タ シ ー ケン ス で 主 局 か ら送 られ る。 この 補 助 情 報 に は た とえ ば,経 路,優 先 度,保 証,

メ ッセ ー ジ番 号 を 表 わ す キ ャ ラ ク タ と,そ れ に 関 連 す る キ ャ ラ ク タが 含 ま れ る。

或 る特 定 の ヘ ッデ ィ ング の構 成 を 規 定 す る事 は 本 標 準 の範 囲 外 で あ る 。

一＼ ッデ ィ ン グ を 構 成 す る キ ャ ラ ク タ シ ー ケ ン ス はStartofHeading(SOH)で 始 ま

り,StartofText(STX)キ ャ ラ ク タ に よ っ て の み 終 結 され る 。

ヘ ソデ ィン グ は"単 独 の"メ ッセ ー ジ で は な く,常 に そ の 后 にす ぐテ キ ス'ト が続 か ね ば な ら

ず,ヘ ッデ ィ ン グ は そ の テ キ ス トに 対 して のみ 有 効 で あ る。1つ の ヘ ッデ ィ ング を2つ 以 上 の

テ キ ス トに結 び つ け る事 は,関 係 当 事 者 の 合 意 に よ って のみ 実 現 さ れ る 。 しか しこ れ は本 標 準
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●

●

●

「

の範 囲 外 で あ る。

ヘ ッデ ィン グは2つ 以 上 の ブ ・ ッ クに 分 割 す る事 が で き る 。 各 ブ ・ ック はEndofTrans

missionBlock(ETB)キ ャ ラ ク タ で終 結 さ れ 次 に続 く部 分 はSOHキ ャ ラ ク タで 再 び

始 ま る 。

ETBキ ャ ラ ク タの す ぐ あ と に は,BlockCheckCharacter(BCC)が 続 く。

(b)テ キ ス ト

情 報 メ ッセ ー ジ の テ キ ス ト部 分 は 送 信 側 か ら受 信 側(複 数 で も よい)へ1つ の実 体 と して送

信 さ れ る情 報 を含 む 。1っ の テ キ ス トは 常 にSTXとETXで 囲 ま れ,そ して常 に そ れ は 主 局

か ら送 信 さ れ る 。

テ キ ス トは,1つ また は そ れ以 上 の 伝 送 ブ ロ ックに 分 げ る事 が で き る。 そ れ ぞ れ の テ キ ス ト

プ ロ ソク はETB(そ れ が テ キ ス トの 最 終 ブ ロ ックで あ れ ばETX)で 終 結 さ れ る 。 次 の テ キ

ス トブ ロ ック はSTXで 始 ま ら な け れ ば な らな い 。

も し ブ ロ ック チ ェ ック が 採 用 さ れ て い る な らBCCがETBま た はETXの す ぐ あ と に続 く。

主 局 は ブ ・ ソク終 り(BCCも 含 め て)を 送 信 した の ち,一 た ん 停 止 し通 常,そ れ に 対 す る

応 答 を 受 信 す る迄 は,送 信 を再 開 しな い 。

(c)応 答

応 答 は従 局 の 状 態 と従 局 が 受 信 した メ ッセ ー ジ の有 効 性 を 主局 に 知 らせ る た め に従 局 か ら な

さ れ る 。

以 下 に述 べ る応 答 は 情 報 メ ッセ ー ジ,あ る い は ブ ・ ック が正 し く受 信 さ れ,従 局 が 受 信 準 備

が あ る場 合,従 局 はACKを 送 出 す る こ と に よ っ て応 答 す る 。す る と主 局 は,次 の 情 報 メ ッセ

ー ジ,あ るい は ブ ・ ック を送 信 す る 。主 局 が もは や送 信 す べ き もの が な い場 合,終 結 フ ェ イズ

に 移 行 す る 。

も し情 報 メ ッセ ー ジあ る い は ブ ロ ック が 正 し く受 信 され な か っ た時 は,従 局 はNAKを 応 答

す る 。NAKは メ ッセ ー ジ が 正 し く受 信 され な か った 事 と,従 局 に受 信 準 備 が あ る事 を 主 局 に

知 ら せ る。 次 に送 信 され るデ ー タ ブ ・ ックは 通 常 先 の プ ロ ソク の再 送 で あ る 。

情 報 転送 の 途 中 に,従 局 が そ れ 以 上 受 信 で き な くな った 場 合,伝 送 さ れ て い る情 報 メ ッセ ー

ジある いは ブ ロックの 終 り まで待 ち,EOTを 応 答 す る。 こ のEOTは,中 断 の 要 求 と して他 の

局 に よっ て解 釈 さ れ シ ス テ ム の 形 態 に よ っ て,伝 送 の権 利 が 制 御 局 に返 還 さ れ る か あ る いは デ

ー タ ・リン ク が 初 期 状 態 に も ど る。

修 飾 的 情 報 を持 た す た め の15キ ャ ラ ク タ以 下 が応 答 シ ー ケ ン ス の最 終 キ ャ ラ ク タ に 先 行 し

て も よい 。 この 情 報 の 性 格 は こ の 推薦 規 格 の主 題 で は な い 。
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●

〔3〕 終 結(フ ェ イ ズ4)

局 が伝 送 中 に 終 結 で き る状 態 は本 質 的 に3つ あ る。

(a)あ る局 が 次 の理 由 に よ リデ ー タ ・ リン ク の確 立 を 拒 否 す る場 合

送 信 す べ き も の が な い 。(ポ ー リン グ に対 す る否 定 応 答)

送 信 す る こ と が で き な い 。(")

受 信 す る こ とが で き な い 。(セ レ ク テ ィ ング に対 す る否 定 応 答)

(b)主 局 が送 信 す る こ と を望 ん で い た す べ て の デ ー タ の送 信 を終 了 した 場 合

主 局 は 従 局 に対 して,も は や送 信 す る もの が ない 事 を 知 らせ るた め にEOTを 送 出 す る。 そ

し て主 局(も し,制 御 局 で な け れ ば)は 送 信権 を放 棄 す る 。

(c)異 常 状 態 が 起 き,主 局 あ る い は 従 局 が 伝 送 過 程 を停 止 す る こ とを望 む場 合

主 局 が 伝 送 を 終 結 した後 以 外 の い つ で もEOTを 送 出 した な らば 送 信 過 程 は解 放 され た と い

わ れ る 。

従 局 が 正 常 の 応 答(ACK,NAK)の 代bにEOTを 送 出 した 場 合,伝 送 過 程 は 中 断 さ れ

た とい わ れ る 。

(a),(b),(c)い ず れ の 場 合 に も,い ず れ か の局 よ りのEOTの 送 出 は 伝 送 を終 結 す る。 す な わ

ち,

.制 御 局 を持 つ シ ス テ ム に お い て は,伝 送 の 制 御 お よび権 利 は制 御 局 に返 還 さ れ る:こ の 機

能 は,コ ン トロー ルへ の 復 帰 と呼 ば れ る。

・ 制 御 局 の な いPoint-to-Pointシ ス テ ムで は,デ ー タ ・リ ン クは 初 期 状 態 に もど る:

こ の機 能 は ニ ュ ー トラル へ の復 帰 と呼 ば れ る。

加 え て,終 結 の あ ら ゆ る場 合 に お い て,接 続 の解 放 が 終結 の 結 果 と して と もな う場 合 に は,

接 断 監 視 シ ー ケ ン ス(DLE.EOT)がEOTの 代 りか あ る い はEOTを 受 信 した 次 に送 出

さ れ る 。

5.2.5回 復 手 順

〔1〕 概 説

種 々の 異 常 な状 態 の処 理 を行 な うた め に は,多 くの 回 復 手 順 が 必 要 と な る事 が 分 か っ て くる 。

い くつ か の 回 復 手 順 に つ い て は 以 下 概 説 す る。

す べ て の場 合,適 当 なタ イム ・アウ ト期 間 の後,制 御 局 あ るい は 主 局 の い ず れ か(従 局 で は決 し

て な い)に 次 の 行 為 の権 利 が あ る。

〔2〕 制 御 局 に よる 回 復 手 順

R1次 の 場 合,制 御 局 はEOTを 送 出 す る こ と 。

・ ポ ー リン グ監 視 シ ー ケ ン ス に対 す る無 応 答 あ る い は 無 効 応 答

・ 終 結 監 視 シ ー ケ ン ス の 無 効 あ る い は 不在

一15一



R2そ の 場 合,制 御 局 は,た とえ ば ア ラー ム しオ ペ レー タ に 知 らせ る 。

-1個 あ る い は 複 数 個 あ る い は す べ て の局 へ の ポ ー リン グ が くb返 し不 成 功 で あ った と き。

補 助 的 な マ ニ ア ル あ る い は 自動 で の継 続 は シス テ ムに 依 存 した もの で あ り,こ の 推 薦 規

格 の範 囲外 で あ る。

〔3〕 主 局 に よ る回 復 手 順

R3次 の場 合,そ の主 局 は先 の 送 信 内 容 を再 送 し な けれ ば な ら ない 。

a)情 報 メ ッセ ー ジ に対 す る応 答 が 無 応 答 あ る い は 無 効 応 答 で あ る時 。

b)セ レカティング 監 視 シ ー ケ ンス に 対 す る応 答 が 無 応 答 あ るい は 無 効 応 答 で あ る時 。

こ の手 順 は伝 送 ブ ロ ック の 重 複 を招 くおそ れ が あ り,他 の手 段 と して は 次 に示 す もの が

あ る 。

情 報 メ ッセ ー ジに 対 す る応 答 が 無応 答 も し くは無 効 応 答 の場 合 に,主 局 は従 局 に先 の 応

答(ACKorNAK)の 再 送 を要 求 す る た め にENQを 使 用 す る こ とが で き る。

この 手 段 は,次 に 送 られ る ブ ・ ック の伝 送 を コ ン トロ ー ルす るた め の 番 号 制 と 併用 す る

の が 望 ま しい 。

R4次 の 場 合 主 局 は,ア ラー ム し,オ ペ レー タ に知 らせ 終 結 フ ェ イズ に移 行 す る 。

・ 情 報 メ ッセ ー ジ の伝 送 が く り返 し不 成 功

・ セ レク テ ィン グ監 視 シ ー ケ ン ス の伝 送 が くり返 し不 成 功

・ 情 報 メ ッセ ー ジ に対 す る応 答 が くb返 しNAK

補 助 的 な マ ニ ア ル あ る い は 自動 で の継 続 は シス テ ム に依 存 した もの で あ り,こ の 推 薦 規 格

の範 囲 外 で あ る 。
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5.3ベ ー シ ッ ク ・モ ー ド の 補 足

b

、

,

F.

5.5.1麺 セ.ク シ 。ン 〔・〕〔・〕

〔1〕 概 要

多 重 セ レク シ ョ ン は,主 局 が2つ 以 上 の 従 局 を セ レ ク トし,セ レ ク トさ れ た す べ て の 従 局

が 同 時 に 同 一 の 伝 送 を 受 信 す る手 段 で あ る。 シ ス テ ムが 多 重 セ レ ク シ ョ ンの 有 り無 し の 両 方

で 動 作 す る よ う設 計 さ れ る と きに は,主 局 か ら 従 局 へ ど ち ら の 手 順 に 入 る べ きか を 通 告 す る

方 法 が 準 備 さ れ な け れ ば な ら な い 。(例 え ば 両 機 能 を持 つ 各 局 に2つ の 異 な っ た ア ドレス の

割 当 て)。

〔2〕 セ レ ク シ ョ ン ・サ プ フ ェ イ ズ 、

保 護 の 程 度 の 異.な る3つ の 方 法 が,セ レ クシ ョン'サ ブ フ ェ イ ズ に 提 案 さ れ て い る 。 これ を

保 護 程 度 の 減 少 の 順 に 挙 げ るo

① 遂 次 セ レ ク シ ョ ン

Eセ レ ク
シ ョン ・

主 局()N
ア ドレスlQ

＼

E
〆 セ レク シ ョ ン

)NIア ドレス2
Q

/＼

セ レ ク シ ョ ンE

()N
ア ドレスηQ

/＼
従 局(ア ドレス1)A(ア ドレス2)A

CC

KK

② 指 定 さ れ た 局 か ら の 応 答 に よ る グ ル ー プ ・セ レ ク シ ョ ン

グル ー プES

主 局(セ レクシ ョン)NTデ ー タ

ア ドレスXQX

＼ /
指 定 され た従 局(ア ドレスX)A

C

K

③ フ ァ ー ス ト ・ セ レ ク シ ョ ン に よ る グ ル ー プ ・セ レ ク シ ョ ン

グ ルー プS

主 局(セ レクシ ョン)Tデ ー タ

ア ドレスX

s

Tデ ー タ

X

/
(ア ドレスn)A

O

K

図5-4多 重 セ レ ク シ ョ ンvak・ け る セ レ ク シ ョ ン ・ サ ブ ・ フ ェ イ ズ

A-1)遂 次 セ レ ク シ ョ ン:セ レ ク トさ れ た 局 が 個 別に 応 答 す る。

A-2)指 定 さ れ た 局 か ら の 応 答 に よ る グ ル ー プ ・セ レ ク シ ョ ン:例 え ば,セ レ ク シ ョ ン
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・ シー ケ ン ス で 挙 げ られ た も っ と も遠 い 局 ,ま た は 戦 略 的 配 置 局,ま た は 任 意 の 局 。

A-3)フ ァー ス ト ・セ レ ク シ ョ ン に よる グ ル ー プ ・セ レ ク シ ョ ン

〔3〕 情 報 転 送 フ ェ イ ズ
、

保 護 の 程 度 の 異 な る3つ の 方 法 が,提 案 さ れ て い る。 これ を 保 護 の 程 度 の 減 少 の 順 に 挙

げ るo

① 従 局 か ら の 個 別 応 答 を 用 い た 情 報 転 送

SEEBE

主 局Tデ ー タTま た はTC(ア ドレス1)N

XBXCQ

＼

(ア ドレスn)N

/
従 局(ア ドレス1)A

C

K

② 指 定 さ れ た1っ の局 か ら の 応 答 を用 い た 情 報転 送

S

主 局

X

従局

E

T

B

『

＼ /
(ア ドレスn)A

(注)Xは 指定 された局の ア ドレス

図5-5多 重 セ レ ク シ ョ ンに お け る 情 報 転 送

C

K

B-1)従 局 か ら の 個 別 応 答 を 用 い た 情 報 転 送:各 伝 送 ブ ロ ッ クの 後 に,主 局 は 引 渡 し

確 認 監 視 シー ケ ン ス を 送 る 。 これ は 単 独 の 従 局 を 識 別す る プ レ フ ィ ッ ク ス を 構 成 し,

ENQが そ の後 に 続 く。 従 局 状 態 に あ る補 助 局(TributaryStati・n)の み が,引

渡 し確 認 シー ケ ン ス に 応 答 す る 。

B-2)指 定 さ れ た1つ の 局 か ら の 応 答 を 用 い た 情 報 転 送(例 え ば,最 も 遠 い,ま た は

戦 略 的 配 置 の 局)。

B-3)無 応 答:無 応 答 は ベー シ ッ ク ・モ ー ドでは 考 え ら れ な い け れ ど ,一 般 的 な ア ナ

ウ ン ス(例 、 会 議),お よび,"テ キ ス トの 取 消"型 の メ ッ セー ジの 放 送 に 便 利 に 使

わ れ るo

〔4〕 セ レ ク シ ョ ン手 順 と情 報 転 送 手 順 の 関 係

3つ の セ レ ク シ ョ ン手 順 の な か の1つ の 採 用 が,情 報 転 送 の 手 順 の3つ の うちの1っ の 採

用 の 妨 げ に な る と い う こ とは な い が,組 合 せ の な か に は 実 際 的 で な い もの も認 め ら れ る。

ス トレー トな糸ll合せ ばA-】)とB-1),A-2)とB-2),A-3)とB-3)で
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あ ろ う。

5.5.2放 棄 手 順(4〕 〔・〕

放 棄 は 常 に 主 局 に よ り開 始 さ れ,伝 送 ブ ロ ッ ク を 放 棄 す る ブ ロ ック 放 棄 と 制 御 を 制 御 局 に戻

す 局 放 棄 が あ る。

〔1〕 ブ ロ ッ ク 放 棄

ブ ロ ック 放 棄 は 制 御 モ ー ドあ る い は ニ ュ ー トラ ル状 態 に戻 る こ と な く通 常 の 終 了(ETB

また はETX)の 前 に情 報 ブ ロ ック の 伝 送 を 停 止す る もの で あ る 。 主 局 が ブ ロ ッ ク を通 常 の

方 法 で終 了 させ ない か ら 従 局 は この ブ ロ ック を 受 け 入 れ な い こと に な る。

この 手 順 は 図5-6の と お り であ る 。 主 局 が ブ ・ ッ ク を 放 棄 す る と きは,たyち にENQ

(使 用 で きる な らDLEENQ)で ブ ・ ック を終 結す る 。 従 局 が,こ の 場 合 の 唯+一 の 有 効

な 応 答 で あ るNAKで 答 え る と,主 局 はSTX(ま た はSOH)を 始 め に 付 け て 伝 送 を再 開

す る 。 従 局 か ら無 応 答 また 無 効 応 答 が 返 っ た と きは 通 常 の 回 復手 順 が と られ る(n回 繰 返 し,

タ イ ム ・ア ウ ト)。

旬 例 と して ブ ロ ッ ク 放 棄 は つ ぎの よ うな 場 合 に 使 用 す る 。

O主 局 が 伝 送 済 の 無 効 デー タを 発 見 した と き(誤bの 発 見 な ど)

o同 定 ブ ロ ック 長 の と き
,伝 送,プ ロ グ ラ ミ ン グ 叉 は オ ペ レ ー タ の ミス に よ っ て ブ ロ ッ

ク 長 が オ ー バ フ ロ ー した と き。

O伝 送 中 の ブ ・ ッ ク が 従 局 で は 受 容 で きな い であ ろ う こ と を 主 局 が 発 見 し た と き。

〔2〕 局 放 棄

局 放 棄 は 情 報 転 送 フ ェ イ ズ の 任 意 の 時 点 で 伝 送 を 停 止 し制 御 モ ー ドま た は ニ ュ ー トラ ル状

態 に 復 帰 す る も の で あ る。

α)ブ ロ ック送 信 中 の 局 放 棄

この 手 順 は 図5-7の と お り で あ る。 主 局 が 伝 送 を 放 棄 す る と きは ,たy'ち にENQ(

DLEENQ)を 送 出 す る 。

従 局 は この(ETBま た はETXの か わ りの)ENQに よ る通 常 と 異 な る 終 結 を 検 出 し,

こ の 場 合 唯 一 の 有 効 な応 答 で あ るNAKで 答 え る と,主 局 はEOTを 送 出 し リ ン ク は コ ン

ト ・一 ル ・モ ー ドま た は ニ ュー ト ラル に 復 帰 す る。 従 局 が 無 応 答 で あ る か 無 効 応 答 で答 え

る と通 常 の 回 復 手 順 が と ら れ る(n回 繰 返 し,タ イ ム ・ア ウ ト)。

b)ブ ロ ック 間 の 局 放 棄

この 手 順 は 図5-8の とtsbで あ る。

主 局 が 通 常 の 方 法 で ブ ・ ッ ク を 終 結 す る と,従 局 は 通 常ACKで 応 答 す る 。 つ ぎに 主 局

がEOTを 送bリ ン ク は コ ン ト ロー ノレ・モ ー ドま た は ニ ュ ー ト ラル に 復 帰 す る
。

従 局 の 答 え がNAKで あ る か,無 応 答 あ りは 無 効 応 答 の と きは,主 局 は コ ン ト・一 ル.
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⑨

モ ー ド ま た は ニ ュー トラ ル へ の 復 帰 のEOT送 出 の まえ に,通 常 の 回 復手 順(n回 繰 返 し,

'タ イ ム ・ア ウ ト)を 使
っ て も 良 い 。

(注1)交 換 回 線 では,EOTの か わbにDLEEOTを 使 用 で きる 。

(注2)使 用 例

局 放 棄 は 次 の 場 合 に 使 わ れ る 。

o主 局 が 自局 あ る い は 伝 送 媒 体 の機 能 障 害 を 検 出 した と き。

o主 局 が 従 局 の 障 害 また は リ ン ク の 障 害(NAK,無 効 応 答,無 応 答)を 検 出.

ま た は 主 局 が 従 局 が も は や 受信 状 態 に ない こ と検 出 し た と き。

O伝 送 媒 体 が 緊 急 に 他 の 用 途 に 必 要 と さ れ て い る こと も 主 局 が 知 っ た と き。

●

5.5.5中 断 手 順(・)c6〕

中 断 手 順 は 常 に 従 局 に よ っ て 開 始 さ れ,即 時 に あ るい は 短 時 間 後 の 受 信 停 止 を 行 な う。

α)ブ ロ ック 中 断 手 順

ブ ロ ッ ク中 断 は 従 局 が メ ッセー ジの 終 りあ る い は 情 報 ブ ロ ック の 終 り に,も は や 受 信 状 態

に な く,主 局 が 伝 送 を たyち に 中 止 す る よ う要 求 す る手 順 であ る。

この 手 順 は 図5-9の とteり で あ る 。 従 局 が 通 常 の 応 答 の か わ り にEOTを 返 す 。EOT

は 最 終 受 信 ブ ロ ッ ク の 否 定 的 応 答,お よ び 現 在 の 伝 送 の 終結 を 意 味 す る 。 リ ン ク は コ ン ト・

一 ル ・モー ドま た ニュ ー ト ラル に 復 帰 す る。

囲 伝 送 シ ス テ ム は 次 の 分 類 の い ず れ か1つ の 状 態 に あ る。

① 制 御 局 が 主 局 で も あ る。

② 制 御 局 が 従 局 で もあ る。

③ 制 御 局 は 主局 で も 従 局 で も な い が,主 局 の 伝 送 の み を モ ニ タ ー して い る 。

④ 制 御 局 は 主 局 で も従 局 で も な い が,シ ス テ ム内 の 全 て の デー タ交 換 を モ ニ ター して い

るo

ブ ・ ック 中 断手 順 は 前 述 の よ うに 分 類 ①,② お よび ④ の み に 使 用 で き る。

分 類 ③ は,制 御 局 は 従 局 か ら送 られ るEOTに 気 付 か ず,回 復 手 順(例 え ば,制 御 局 タ イ

ム ・ア ウ ト) ,を 通 ず る他 に は ニ ュー トラル または コ ン トロール ・モ ー ドへ 復 帰 す る 方 法 が な い 。

この た め,上 の 分 類 ③ の 状 態 の シ ス テ ム に は ブ ・ ック 中 断 手 順 は 勧 め ら れ な い 。 分類 ① ②

④ で も,ブ ロ ック 中 断 手 順 は 頻 繁 に 使 うべ き で な く,非 常 事 態 に 限 る べ き であ る。

b)局 中 断 手 順

局 中 断 手 順 は 従 局 が 主 局 に で き る だ け 早 く伝 送 を停 止 す る よ う求 め る 手 順 で あ る 。

こ の手 順 は 図5-10・5-11の と痘bで あ る 。

局 中 断 は 従 局 が 制 御 シー ケ ン ス(XXX)(YYY)(注2参 照)を 通 常 の 肯 定 的 応 答 の

か わ り に 送 出す る こ とに よb実 行 され る。 この 応 答 は2つ の 意 味 を 持 つ:
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① 通 常 送 ら れ る肯 定 的 応 答 を 含 む 。

② 従 局 か ら の 現 行 の 伝 送 の で きる だ け 速 か な 終 結(主 局 らEOTの 送 出 に よる)を 要 求 す

る 。 しか し,主 局 は 伝 送 を 直 ち に 停 止 し な くて よ く,例 え ば,主 局 の バ ッ フ ァ が ク リヤー

さ れ 別 の 伝送 に 利 用 で き る よ うに な る ま で 伝 送 を 続 け て も よい 。 主 局 が 実 効 的 に 伝送 を 停

止 す る ポ イ ン トは シ ス テ ム に よっ て 変 る。

(注1)使 用 例

制 御 局 で か つ 従 局 で あ る局 は 緊 急 に 他 の 補 助 局(tributarystati・n)を ボー ル ま

た は セ レ ク トで き る よ うに す る た め,中 断 す る こ と を 望 む か も知 れ ない 。

(注2)伝 送 制 御 シー ケ ン ス は 現 在定 義 さ れ て い な い が,つ ぎの2つ の な か か ら 選 定 さ

れ る で あ ろ うo .

α)DLEシ ー ケ ン ス

b)プ レ フ イ ックACK

(注3)回 復手 順.通 信 路 の 妨 害 に よ り局 中 断 シー ケ ンス が 変 形 す る可 能 性 を 考 慮 し な

け れ ば な ら な いo

と くに,も しも逆 方 向 監 視 ナ ンバ リング が 確 立 さ れ る べ き な ら,監 視 シー ケ・ン ス にっ

い て局 中 断 シー ケ ン ス と同 じ ナ ン バ リ ン グ計 画 を使 うか,あ る い は 正 し い情 報 ブ ・ ッ

ク ・シー ケ ン ス を 保 護す る他 の 規 則 を課 す べ き であ る。

例 え ば,局 中 断 シー ケ ンス を連 続 し て 送 る こ と が 許 さ れ る べ き で あ る。
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5.5.4回 復 手 順 〔・〕〔・〕

〔1〕 概 要

種 々 の 異 常 の状 態 の 処 理 を行 な うた め に,多 くの 回 復 手 順 が 必 要 で あ る。 そ の ご くあ らま しは ベ

ー シ ック1モ ー ド制 御 手 順 に述 べ られ て い る が ,こ の 文 書(N390)で は タ イ マ と カ ウ ン タの 使

用 に よ る 誤 りの 検 出 に つ い て 述 べ,さ ら に そ の 後 の 処 置 を 詳 細 に補 足 した もの で あ る。

タ イ マ と し ては,制 御 局 ま た は 主 局 に タ イ マA(無 応 答 タ イ マ),従 局 に タ イ マB(受 信 タ イ マ)

全 局 に タ イ マC(無 通 信 タ イ マ)が あ り,タ イ ム ・ア ウ トに な っ た と きオ ペ レー タ,処 理 プ ロ セ ッ

サ 等 に 知 らせ,ま た 適 当 な制 御 を行 な う。

〔2〕 回 復 手 順 を よ り完 全 な もの に す る た め の タ イ マ

(A)タ イマA(無 応 答 タ イ マ)

設 置 場 所:制 御 局 か 主 局 あ るい は そ の 両 方

目 的.無 効 応 答 あ る い は 無 応 答 に 対 して の 保 護

開 始:応 答 が来 る は ず の 終 り符 号(た とえ ばENQ,ETB,ETX,DLE,ETB,

DLE,ETX)を 送 信 した後

停 止:通 信 線 か ら有 効 な応 答(た とえ ばACK,NAK,STX,EOT,DLE,STX)

を 受 信 した と き

タ イ ム ・ア ウ'トに な っ た 時

① 同 一 の 情 報 を(N回 ま で*)再 送 す るか,ま た は異 っ た 情 報 を 送 信 す る(た と え ばENQ,

別 の ポ ー リン グ/セ レ ク シ ョ ン ・ シ ー ケ ン ス)。

② 局 放 棄 手 順 を行 う と き は,EOTを 転 送 す る。

③ オ ペ レ ー タ あ る い は,プ ロ セ ッサ ・プ ロ グ ラ ム あ るい は そ の両 方 に 通 告 す る。

④ トラ ン ス ペ ア レ ン ト ・モ ー ドで は,非 トラ ン ス ペ ア レ ン ト'モ ー ドに復 帰 す る。

*プ ・ ッ ク番 号 制 あ るい は 他 の 保 護 機 構 が使 用 さ れ て い な い場 合 に は ・デ ー タ ・ブ ・ ッ ク の

再 送 は,受 信 側 に お け る ブ ロ ッ ク の 重 複 を 生 じ る。

(B)タ イ マB(受 信 タ イ マ)

設 置 場 所:従 局

目

開

停

的:ブ ロ ッ ク終 り符 号(た と え ば 通 信 線 か ら受 信 さ れ るETB,ETX,あ る い はENQ)

が 識 別 さ れ な い 場 合 の 保 護

始:①SOH,STX,(SOHが 先 行 しな い 場 合)DLE,SOH,DLESTXあ る

い は 他 の 必 要 とさ れ る 始 め符 号 を 受 信 した 時

② この タ イ ムは,可 変 長 ブ ・ ッ ク の 受 信 を 認 め る た め 再 ス ター トされ る か も知 れ

な い 。

止:有 効 な 終 り符 号 ま た は シー ケ ン ス(た とえ ばETB、ETx,ENQ,DLEETx)を

受 信 した 時
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タ イ ム ・ア ウ トに な っ た 時:

① 従 局 状 態 を保 持 し,同 期 式 シス テ ムで は,キ ャ ラ ク タ同 期 の た め の 走 査 を1用始 す る。

② 次 の 伝 送 を受 信 す るた め の 準 備 を す る。

③ オ ペ レー タ あ る い は,プ ロ セ ッサ ・プ ・ グ ラ ム あ る い は そ の 両 方 へ 通 告 し,不 完 全 な ブ ・

ソ ク を捨 て る。

④ トラ ンス ペ ア レ ン ト ・モ ー ドで は,非 トラ ン ス ペ ア レ ン ト ・モ ー ドへ 復 帰 す る。

注:最 大 の シス テ ム効 率 を 得 る た め に は 無 応 答 タ イ マ(タ イ マA)の 時 間 は 短 く す べ き で

あ る。 そ して 受 信 タ イ マ(タ イ マB)は 無 応 答 用 タ イ マ(タ イ マA)以 前 に タ イ ム ・ア

ウ トすべ き で あ る。

(C)タ イ マC(NoActivityTimer)

(C-1)交 換 回 線 の 場 合

設 置 場 所:す べ て の 局

目 的:デ ー タ 伝送 がDLEEOTを 認 識 し撮 っ た た め 停 止 した時,あ る い は 遠 隔 局 や 通 信 施

設 の 障 害 に よっ て 停 止 した 場 合 に 通 信 線 の 切 断 手 順 の 遂 行 を助 け る 。

開 始 と再 開 始:① 回 線 接 続 の 表 示 を受 け た と き

た と え ば,回 路107(デ ・一 夕 ・セ ッ ト ・レ デ ィx)のon信 号 あ る い は 回 路

125(呼 出 表 示 －x-)と 回路108.2(デ ー タ端 末 レデ ィac)のon信 号 を 受 信 し

た 時

② 非 同 期 シ ス テ ム に お い て は 任 意 の キ ャ ラ ク タの受 信 あ る い は 送 信,同 期 シス

テ ム に お い て は,同 期 シー ケ ンス の受 信 あ る い は 送 信

停 止:①DLEEOTの 受 信 あ る い は 送 信

② あ るい は 回 路107(デ ー タ ・セ ッ ト ・ レデ ィX)の 信 号 の 消失

タ イ ム ・ア ウ トに な っ た 時:

① 通 信 回 線 を 切 断 す る 。

② オ ペ レ ー タあ るい は プ ロ セ ッサ ・ プ ・ グ ラ ム あ る いは そ の 両 方 へ 通 告 す る 。

③ 適 用 で き る場 合 に は,制 御 モ ー ドへ復 帰 す る。

④ ト ラ ンス ペ ア レ ン ト ・モ ー ドの場 合 に は,非 トラ ンス ベ ア レ ン ド ・モ ー ドに 復 帰

す る。

xC・C・LT・T・-V.24の 名 称

(C-2)非 交 換 回 線 の 場 合

設 置 場 所:制 御 局

目 的:シ ス テ ム のす べ て の 局 に 対 し て"無 通 信 、、タ イ ム ・ア ウ トし て用 い る 。

開 始 と再 開 始:非 同 期 シ ス テ ム に お い て,任 意 の キ ャ ラク タ を 送 信 ま た は 受 信,同 期 シ ス テ ムに

お い て は,同 期 シー ケ ンス の 受 信 あ る い は 送 信 。
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停 止:EOTを 受 信 あ る い は 送 信 した時

タ イ ム ・ア ウ トが 起 っ た 時:

① オ ペ レ ー タ あ るい は プ ・ セ ッ サ ・プ ・ グ ラ ム あ るい は,そ の 両 方 へ通 告 す る。

② も し適 用 で き る場 合 に は,制 御 モ ー ドへ 復 帰 す る。

③ トラ ン スペ ア レ ン ト.モ ー ドの場 合 に は,非 トラ ・ス ペ ア ・ ・ ト ・モ ー ドへ 復 帰

す る 。

〔3〕 回 復 手 順

㈲ 制 御 局 に よ る 回 復 手 順

Rl:つ ぎの 場 合

① タ イ マAま た はCの い ず れ か の タ イ ム ・ア ウ トに よ り検 出 さ れ た終 結 監 視 シー ケ ン ス の 不 在,

ま た は無 効 の と き,制 御 局 は,EOTま た はDLEEOTの う ち適 当 な もの 送 出 しな け れ ば な

ら な い 。

② タ イ マAの タ イ ム ・ア ウ トに よ り検 出 され た ポ ー リ ン グ監 視 シ ー ケ ン ス に対 す る無 効 ま たは

無 応 答 の と き,制 御 局 はEOTの 伝 送 お よび/ま た は オ ペ レー タ,も し くは プ ロ セ ッサ ・プ ロ

グ ラ ム も し く は 両 者 へ の 通 知 に 続 い て,同 じ ま た は 異 な っ た ポ ー リ ン グ/セ レク シ ョ ン ・シー

ケ ノ ス を 伝 送 す る 。

R2:つ ぎの 場 合

1ま た は 数 個 あ る い は 全 て の 局 へ の ポ ー リ ン グが く り返 し不 成 功 で あ っ た と き,制 御 局 は,

オ ペ レー タ,ま た は プ ロ セ ッサ ・プ ロ グ ラ ム ま たは 両 者 に 通 告 す べ き で あ る 。

⑬ 主 局 に よ る 回 復 手 順

R3:つ ぎ の 場 合

① タ イ マAの タ イ ム ・ア ウ トに よっ て検 出 さ れ た セ レ ク テ ィ ン グ監 視 シー ケ ン ス に 対 す る無 効

ま た は 無 応 答 の と き,主 局 は;

③EOT送 出 に よ り終 結 す る 。

⑤("."回 ま で)同 じ ま た は 他 の セ レ ク テ ィ ン グ 監 視 シ ー ケ ン ス を 送 る 。

◎ オ ペ ‥ ・,も し くは 九 セ ・ サ ・ 註 は 両者 に 通 告 す る ・

② タ イ マAの タ イ ム ・ア ウ トに よ り検 出 さ れ た 情 報 メ ッセ ー ジに 対 す る無 効 ま た は 無 応 答 の と

き,主 局 は;

⑧("N"回 ま で)ま え の 伝 送 を繰 返 す 。 この 手 法 は ブ ・ ック の重 複 を導 く。

⑤("N〃 回 ま で)プ レ フ ィ ック スENQを 伝 送 す る。 これ は 従 局 に そ の まえ の レ ス ポ ン ス

(ACKaた はNAK)の く り返 しを 要 求 す る・ こ の 手 法 は ・ ブ ・ ッ ク が付 加 されt・b肖U除

さ れ な い こ と を 確 実 に す る番 号 制 機 構 の応 答 に関 連 し て使 わ れ なけ れ ば,ブ ・ ッ ク の 消失 を

導 く。
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R,4:つ ぎ の 場 合

① セ レ ク シ ョ ン監 視 シ ー ケ ンス に 対 す る無 効 も し くは無 応 答,ま た は く り返 さ れ た 否 定 的 応 答

(NAK)の と き,主 局 は オ ペ レ ー タ も し くは プ ・ セ ッサ ・ フ:ログ ラム,ま た は 両 者 に 通 告 す

べ き で あ る。

② 情 報 ブ ・ ック に 対 し有 効 な 応 答 の 受 信 失 敗,ま た は く り返 さ れ た 否 定 的 応 答(NAK)の と

き,主 局 は,EOT(主 局 放 棄 が 適 用 で き る な ら)を 送 り,か つ/ま た は オ ペ レー タ も し くは

プ ロ セ ッサ ・プ ロ グ ラ ム,ま た は 両 者 に告 げ る。

C)従 局 に よる 回 復 手 順

従 局 に よ る回 復 手 順 は,タ イ マBの 機 能(〔2〕(B))に 説 明 す る。

■
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54ベ ー シ ッ ク ・モ ー ドの 拡 張

54.t会 話 モ ー ド制御 手 順 ω

ベ ー シ ッ ク ・モ ー ドを 拡 張 した制 御 手 順 と して は,コ ー ド ・ トラ ン ス ペ ア レ ン ト伝 送,両 方 向 同 時

制 御,会 話 的 伝 送 制 御 等 が あb,こ れ らの う ち会 話 モ ー ド制 御 と し て 次 の2つ が あ る。

方 法A

方 法B

α

S

T
X

S

T
X

/
E
T
X

トスキテ

S

T
X

＼

E
T
X

トスキテ

テ キ ス ト

GoAheadシ ー ケ ン ス

E
T
X

トスキテ
S
T
X

＼
α

/
A
C

K

＼

E
T
X

ISOロ ン ド ン会 議 で 会 話 モ ー ド制 御 手 順 と し て この2つ の 方 法 が 提 案 さ れ て い た が,パ リ会 議 の

決 議 の 結 果,方 法Aの み を 会 話 モ ー ド制 御手 順 と して 勧 告 案 を作 成 す る こ と とな っ た 。 なk,方 法B

は ベ ー シ ッ ク ・モ ー ド制 御 手 順 の 範 ち ゅ う と して,今 後 考 慮 さ れ る。

レベルA
・ポイン ト・ツー ・ポイソ ト

ー

5.4.2交 互 監 視 に よ る 両 方 向 同 時
A局 －B局

伝 送制御手 順 〔・〕〔・〕

こ れ は 日本 の 提 案(ロ ン ドン会 議)

に よ る も の で あ る。 パ リ会 議 で は 審 議

さ れ な か っ た が,各 国 が も は や ベ ー シ

ック ・モ ー ド制 御 手 順 に 手 を加 え る こ

と を 忌 避 して い る た め と推 定 さ れ て い

る 。

交 互 監 視 に よ る 両 方 向 同 時 転 送 手 順

は,図5-12に 示 す と お り,レ ベ ル

Aと レ ベ ルBの,2つ の サ ブ ・セ ッ トが

考 え られ て い る 。

レ ベ ルAで は,同 時 転 送 を 行 な う局

を そ れ ぞ れA局,B局 とす る と,ど ち

らの 局 も主 局 と従 局 の 両 方 の 機 能 を 同

時 に 遂 行 す る 。 受 信 局 は テ キ ス トま た

・1従 属局 とのみ通信が可能なマルチ ・ポイン ト構成

ダ ウン ・リン ク

仁 一 ー ー 一 一

一̀一ー ー 一 一「

Ψ1

Ψ

)o

.、

1ア・プ リンク

制御局 ↓

o(

2つ の従属局間
での直接通信は

ない

アクテ ィブ
ステーシ ョン

ー
レベルB従 属局

・2つ の従属局が動作す るマルチ ・ポイント構成

制御局

図5-12

ダ ウ ン ・ リ ン ク

ヤ ・〃
主 ・従属局 従 ・従属局

一

アクティブ・ステーション
ー

従属局

交互監視による両方向同時転送制御手順のサブ・セット

は ブ ロ ック を 受 信 す る と逆 方 向 監 視 シ ー ケ ン ス お よび ボ ー リン グ ・
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図5-13

ポー リング ・シ ーケ ン ス

セ レ クシ ョン ・シー ケ ンス

メ ッセー ジ

応 答 シ ーケ ン ス

応 答勧 誘 シ ー ケ ンス
ス ア イミ ュレー シ ョノ監 視 シー ケ ン ス

終 結 シー ケ ンス

交互監視に よる両方向同時転送制御手順

RESP INV



ジ に割 込 ませ て 伝 送 で き る 。

レ ベ ルBで は,2つ の デ ー タ ・ リン ク の 状 態 を知 り,管 理 で きる の は 制 御 局 の み で あ り,従 属 局 は

ア ッ プ ・ リン ク の 状 態 を 監 視 す る こ とが で きな い 。 従 っ て ア ッ プ ・ リン ク を使 用 で き る タ イ ミ ン グは,

制 御 局 が知 らせ て や る 必 要 が あ る。 主 ・従 属 局 は ポ ー リ ン グさ れ た 直後,お よび 先 行 テ キ ス ト ・ブ ・

ッ ク に 対 す る応 答 を受 信 した 直後 に情 報 メ ッ セ ー ジ の 伝 送 を 開 始 し,従 ・従 属 局 は 受 信 した ブ ロ ック

に 対 す る応 答 を 応 答 勧 誘 ン ー ケ ン ス を 受 信 して か ら送 出 しな け れ ば な らな い 。

レ ベ ルBに お け る特 徴 の1つ は,制 御 局 が 従 ・従 属 局 に テ キ ス ト ・ブ ・ ッ ク を 伝 送 し た後,そ れ に

対 す る 応 答 を勧 誘 す る応 答 勧 誘 シ ー ケ ノ ス を 使 用 す る こ と で あ る。 も う1つ は 主 ・従 属 局 が テ キ ス ト

・ブ ロ ック を送 信 した 後 ,制 御 局 か ら の応 答 が 誤 っ た場 合 を 救 うた め ス テ ィ ミ ュ レ ー シ ョ ン監 視 シー

ケ ン ス(主 ・従 属 局 の 次 の ア ク シ ョ ン を起 さ せ る た め の シ ー ケ ンス で,制 御 局 か ら送 出 す る)を 使 用

す る こ と で あ る。 図5-13に 本 制 御 手 順 の タ イ ム ・チ ャ ー トを示 す 。

5.4.5。 一 ド1。独 立 な 伝 送 制 御 の 手 法 〔・〕

〔1〕 目 的

こ の手 法 は,ベ ー シ ッ ク ・モ ー ド伝 送 制 御 手 順 を拡 張 す る もの で,そ の フ ェ イ ズ3(情 報 転 送)

に 適 用 さ れ 他 の フェ イ ズ に は 影 響 を与 え な い 。 こ の手 法 は ベ ー シ ック ・モ ー ドに従 っ て 動 作 す る デ

ー タ通 信 シ ス テ ム を ,コ ー ドの 制 限 な しで情 報 メ ッセ ー ジの 転 送 が で き る よ う に変 え る 。

〔2〕 フ ォ ー マ ッ ト

コー ドに独 立 な情 報 転 送 を行 な う た め 関 係 の部 分 に,"STX","ETB""ETX""SYN"の かわ

り に"DLE"を 付 した"DLESTX","DLEETB","DLEETX","DLESYN"を そ れ ぞ

れ 使 用 す る 。

DLEシ ー ケ ン ス を形 づ くる キ ャ ラ ク タは,そ れ が 運 ば れ るデ ー タ伝 送 シス テ ム に使 用 す る キ ャ

ラ ク タ ・パ リテ ィを 運 ぶ 。 シス テ ムが 非 同 期 の と き,キ ャ ラ ク タ ・パ リテ ィは 偶 数,同 期 シス テ ム

では 奇 数 とな る(DR1734調 同 期 お よ び 同 期 伝 送 に お け る キ ャ ラク タ構 成 参 照)

〔3〕 デ ー タ の表 示

① テ キス トは8ビ ッ ト ・キ ャ ラ ク タす な わ ち オ ク テ ッ トで 表 示 さ れ る(例,7ビ ッ ト十 パ リテ ィ

・ ビ ッ ト) ,任 意 の8ビ ッ ト ・コ ー ドで 表 わ さ れ た シー ケ ンス,パ ッ ク さ れ た ニ ュ ー メ リ ック等 。

8ビ ッ トの グ ル ー プ に バ イナ リ ・ス ト リー ムが 入 り込 む な ら,あ らか じめ 同 意 され た 方 法 に よる

ビ ッ ト ・パ デ ィ ン グ が 必 要 に な る(最 後 の オ クテ ッ トを完 全 に す るた め)。

② も と の テ キ ス トに は 全 て の8ビ ッ トの 組 合 せ が 許 さ れ る 。

③"DLE"に 相 当す る8ビ ッ トの 組 合 せ の 発 生 の つ ど,そ れ に 隣 接 して 伝 送 の た め に 付 加 の"D

LE"が 挿入 さ れ る。

④ 伝 送 制 御 の た めDLEシ ー ケ ン ス を 形 づ く る"DLE"キ ャ ラ ク タ(例,DLESTX,DLE

SYN,DLEETB)は,重 複 さ せ な い 。
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〔4〕 デ ー タ の受 信

DLEシ ー ケ ン ス の た め 受 信 デ ー タは 検 査 さ れ,次 の 規 則 が 適 用 さ れ る 。

①"DLESTX"は コー ド独 立 テ キ ス トの 開 始 と して ほん 訳 さ れ る。

② 重 複DLEシ ー ケ ン ス が生 じた と き,1つ の"DLE"は 抑 圧 され,他 の1つ は デ ー タ とみ な さ

れ る。 そ の デ ー タが 新 し いDLEシ ー ケ ン ス と して検 査 さ れ る 。

③ 奇 数 個 の"DLE"キ ャ ラ ク タが 直 前 に な い"DLEETB"ま た は"DLEETX"は,コ ー ド

独 立 ブ ロ ッ ク ま た は テ キ ス トの終 結 と し てほ ん 訳 さ れ る。

④ 奇 数 個 の"DLE"キ ャ ラク タが 直 前 に な け れ ば"DLESYN"シ ー ケ ンス は 通 常 捨 て ら れ る 。

〔5〕 ヘ ッ デ ィ ン グ

ヘ ッデ ィ ン グは 必 要 な と き ,つ ぎ の いず れ か に よ り伝 送 さ れ る。

①DR1745に 従 っ てISOク ビ ッ ト ・コー ドで 分 離 した 情 報 メ ッ セ ー ジ と し て,

② ま た は,コ ・一 ド独 立 情 報 メ ッ セ ー ジ伝 送 の 一 部 と して,

③ ま た は,開 始 ン ー ケ ン ス と し て"DLESOH"の 使 用 に よ り,コ ー ド独 立 テ キ ス トに フ'レ

フ ィ ッ ク ス で き る コー ド独 立 な ヘ ッデ ィ ン グ,ま た は コー ド非 独 立 な ヘ ッ デ ィ ン グ と し て。

〔6〕 誤b妨 御

デ ー タ ・ リ ン ク 内 の エ ラ ー チ ェ ック の た め に キ ャ ラ ク タ ・パ リテ ィの 使 用 は 保 証 さ れ な い の で,

ブ ロ ッ ク ・チ ェ ッ ク ・ シー ケ ン ス(BCS)が 使 用 さ れ る 。

①"DLESTX"の 最 初 の 出 現 に よ りBCSの 計 算 が 開 始 さ れ る 。

② 開 始 シー ケ ン ス は,BCSの 計 算 に 含 め な い 。

③Fillingシ ー ケ ン ス"DLESYN"はBCSの 計 算 に 含 め な い 。

④ デ ー タ通 信 装 置 か ら受 信 したDLEを2キ ャ ラク タ持 つ シ ー ケ ンス(DLEDLE,DLE

ETB,等)の 初 め のDLEは,BCSの 計 算 に 含 め な い 。

⑤BOSは,終 結 シ ー ケ ン ス の す ぐ後 に 続 く。

〔7〕 ブ ロ ック ・チ ェ ッ ク ・シ ー ケ ンス(BCS)

BCSは,つ ぎの 規 則 に従 う。

①

②

③

④

16ビ ッ ト ・シ ー ケ ン ス(2オ ク テ ッ ト)で あ る 。

BCSは,つ ぎの除算 後 の剰 余(モ ジ ュ ロ2)

一 デ ー タ通 信 装 置 に 転 送 さ れ る と き 直 列 に 整 え 保 護 され る 情 報 ビ ッ トに つ い て の

一 発 生 多項 式X16+Xt2+X5+1で 除 した 。

BCSは,最 高 次 の ビ ッ トか ら伝 送 され る。

受 信 装 置 で 直 列 に 受 信 し保 護 され た デ ー タ とBCSの 和 は,発 生 多 項 式 で 除 した と き に 伝 送 誤

bが な い と き 剰 余oと な る 。

(注)将 来 の ア7'リ ケー シ.ン で 適当 な保 護 の ため,よ り多 くの ピ ットが必 要 とな る とき,BCSを

含 む ビ ッ トの数 はN×8と な るで あろ う。
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5.4.4同 時 監 視 を有 す る 両 方 向 時 デ ー タ 伝 送 の 制 御 手 順

ISO/1"C97 !/tSC6(lx]11d`川.18)325

〔1〕 範 囲RevisedFeb/70

この 提 案 は,デ ー タ.メ ッ セ ー ジ.フ ォ ー マ ッ トの 完 全 な 自 由 を与 え る伝 送 制 御 手 順 の セ ッ トを

定 義 す る。 こ の手 順 は,可 変 長 ブ ロ ッ ク.フ ォ ー マ ッ トを ベ ー ス と して い る。 同 時 の2方 向 の 能 力

を持 つ チ ャ ンネ ル が望 まれ て お り,同 時 応 答 を 持 つ 一方 向 デ ー タ伝 送 か あるい は,反 対 方 向 の デ ー タ

.ブ ・ ック の間 に 同 時 応 答 が 挿 入 され る2方 向 の 同 時 デ ー タ伝 送 の いず れ か に 使 わ れ る こ とが で き

る。 こ の 手 順 は 主 に,コ ン ピ ュ ー タ と コ ン ピ ュー タ 類 似 装 置 の 間 の 通 信 に 使 う と仮 定 し て い る。

手 順 は,と くにPointtopointの 連 結 の た め に 設 計 さ れ て い る。 しか し,交 換 デ ー タへ の賛

成 を 得 る た め必 要 な任 意 の 事 前 伝 送 対 話 が,予 想 さ れ る送 り手 と 受 け 側 の 間 の コ ン ト・一 ル.メ ッ

セ ー ジの 交 換 に よっ て 運 ば れ ね ば な ら な い とい うこ と を,こ の手 順 の トラ ン ス ペ ア レ ン トな性 質 が

要 求 す る 。 そ れ ゆ え局 ア ドレ ス を含 む よ うに,こ の 対 話 を拡 張 す る こ とに よ リ ベ ー シ ッ ク手 順 を変

更す る こ と な く,セ ン ト ラ イ ズ さ れ た マ ル チ ポ イ ン ト接 続 を含 む こ とが 可 能 で あ る。

これ ま で,述 べ ら れ た 手 順 は,主 に 同 期 伝 送 の 場 合 を公 式 化 し て い るが,キ ャ ラク タ の 同 期 と,

〔4〕に述 べ る 同 期 維 持 手 法 の 省 略 に よ り非 同 期 動 作 も可 能 で あ る。 ビ ッ ト同 期 の 必 要 は,通 信 チ ャ

ン ネ ル で 使 用 の 特 別 のModemに 関 係 す る で あ ろ うか ら,こ の 文 書 で は ビ ッ ト同 期 の 維 持 と確 立 に

つ い て は,何 ら予 想 を行 なっ てい ない。 この 手 順 で は 別 の責 任 と して,.特 別 のModemに 対 す る 適 当

な協 定 が 行 な わ れ る と仮 定 して い る 。

〔2〕i基 本 的 規 則

① この シ ス テ ムは,伝 送 制 御 に つ い てDLEシ ー ケ ンス の使 用 と,ト ラ ンス ベ ァ レ ン シ イ に 関 し

標 準 化 さ れ た 二 重DLE法 の 使 用 に よ っ て,完 全 に コ ー ドと フ ォ ー マ ッ トに ト ラ ン ス ペ ア レ ン ト

に作 ら れ て い る 。

② デ ー タ.メ ッセ ー ジ と肯 定 的 応 答 の両 方 に番 号 が 付 け られ る 。

③ 応 答 は,逆 方 向 の デ ー タ.ブ ・ ッ ク の 間 だ け に お き,デ ー タ.ブ ・ ック の 中 に は 決 して植 え込

ま な い 。

④ 肯 定 的 応 答 は エ ラー か ら保 護 さ れ る 。

⑤ 否 定 的 応 答 も エ ラ ー か ら保 護 さ れ るか も知 れ な い 。

⑥ 全 て の 開 始 シ ー ケ ン ス の 回 復 を簡 単 に す るた め,閉 シ ー ケ ン ス と応 答 は,ト ラ ンス ペ ア レ ン シ.

シス テ ム の束 ば くの 中 で 区 別 可 能 で あ る 。

⑦ 全 て の 装 置 制 御 装 置 の 状 況 とル ー テ ィ ン グ情 報 は そ の デ ー タ に 対 して,ベ ー シ ッ ク.リ ン ク制

御 が完 全 に トラ ンス ペ ア レ ン トとみ な さ れ る。

⑧ コ ン トロー ル.キ ャ ラ ク タはISO7ビ ッ ト・コー ドか ら と られ,適 当 な キ ャ ラ ク タ.パ リテ ィ.

セ ンス が守 られ る 。

〔3〕 フ ォ ー マ ッ ト
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(A)デ ー タ.ブ ロ ッ ク

次 の フ ォー マ ッ トが 全 て の デ ー タ.ブ ロ ッ ク に 対 す る標 準 で ある。

DLEBKNデ ータDLEETBBCS

こ こ で:一

(a)BKNは,ブ ・ ック 数 で0～31の 範 囲 で(適 当 なパ リテ ィ.セ ンス を 持 つ 漸 新 的 段 階 に あ

る。)ISO7ビ ッ ト.コ ー ドの グ ラ フ ィ ッ ク.サ ブ セ ッ トの カ ラ ム3と4の キ ャ ラ ク タ を使

う。

(b)デ ー タ は,8ビ ッ ト.ト ランス ペ ア レ ン トで あ る 。 デ ー タ 中 に生 ず る全 て のDLEキ ャ ラク タ

は 二 重 に な り,全 ての 単 独 の 伝 送 制 御 キ ャ ラ ク タは トラ ン ス ペ ア レ ン ト.モ ニ ドの 標 準 に従 っ

て 無 視 され る。 シス テ ム が8ビ ッ ト.ト ランス ペ ア レ ン トで あ るの で,6ビ ッ ト.キ ャ ラク タ4個

を8ビ ッ ト3個 の 組 合 せ に,ま た は4ビ ッ ト.キ ャ ラ クタ を2個 と し8ビ ッ ト.キ ャ ラ ク タに

換 算 した3個?の 組 合 せ の い ず れ か に つ い て 伝 送 に 先 立 っ て デ ー タ を 処 理 す る こ と に よ り,パ

ッ クす る こ とが 可 能 で あ る。

(c)BCSは16ビ ッ トの サ イ ク リ ッ ク.チ ェ ッ ク.シ ー ケ ン ス で あ り,CCITT勧 告V.41

記 述 の コ ー デ ィ ン グ手 順 に従 いCCITT多 項 式 を 使 用 し作 られ る 。

⑬ 応 答

① 肯 定 的応 答

肯 定 的応 答 は つ ぎの と お り で あ る:-

DLERENDI、EETBBGS

こ こ で,RENは 参 照 さ れ る デ ー タ.ブ ロ ッ クに 相 当 す る応 答 の数 で あ る。RENは(適 当

な パ リテ ィ.セ ン ス を持 つ 漸 新 的 段 階 に あ る)ISO7ビ ッ ト.コ ー ドの グ ラ フ ィ ッ ク.サ ブ

セ ッ トの カ ラ ム5と6の キ ャ ラ ク タ を使 い0～31の 値 を と る。

肯 定 的 応 答 は,相 当す る ブ ・ ッ ク が 受 け 入 れ られ,伝 送 を 続 け る こ とが で き る とい う こ とを

述 べ る。 そ れ ゆ え,送 信機 は もは や確 認 さ れ た ブ ・ ッ ク を 蓄 積 す る必 要 が な い 。 シ ー ケ ンス,

応 答 の 失 敗 お よび 無 効 チ ェ ッ ク つ き の 肯 定 応 答 シ ー ケ ン ス は,否 定 的 応 答 と み な さ れ る。 有 効

な フ レー ムの な い 応 答 は 無 視 さ れ る。

② 否 定 的 応 答

デ ー タ.ブ ・ ッ ク に対 す る 否 定 的 応 答 は つ ぎ の とk・bで あ る1-

DLENAK監 視 情 報DI、EETBBdS

監 視 情 報 に は,リ ンク 状 況 等 を述 べ る1ま た そ れ 以 上 の キ ャ ラク タを 含 ん で よ い 。 そ の 使 用

は 選 択 的 で あ る。

全 て の 否 定 的 応 答 は 前 述 の よ うに フ レ ー ム さ れ ね ば な ら な い が,DLE-NAKの 正 し い受

信 は,否 定 的 応 答 と し てほ ん 訳 さ れ る か も しれ な い 。

否 定 的 応 答 は,送 信 装 置 が そ の ス テ ッ プ を や り 直 し,肯 定 的 認 識 さ れ な か っ た 全 て の デ ー タ

を 伝 送 す べ き こ と を示 す 。
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〔4〕 同 期

① キ ャ ラク タ 同 期 の確 立

タ ー ミナ ル が送 信 の 準 備 で き た と きkは,Modemに 送 るべ き要 求 を 信号 し,送 信 レデ ィ を受

信 の うえ,最 低3個 の 連 続 す るSYNキ ャ ラ ク タ を伝 送 す る。

送 信,送 信 レデ ィお よ び前 置 の 同 期 の こ の オ ー バ オ ー ル 要 求 は,SYNCHサ.イ ル と し て つ ぎ

の テ キ ス ト内 で 参 照 さ れ る。

受 信 装 置 が2個 の隣 接 す るSYNキ ャ ラ ク タ を検 出 す る と,キ ャ ラ ク タ.フ ェ イズ が 確 立 さ れ

た と仮 定 す る。 そ れ か ら受 信 装 置 は,キ ャ ラ ク タ ・ フェ イ ジ ング ・シ ス テ ム を この フ ェ イス は 固

定 す る。 そ れ は 〔5〕① に述 べ る よ うに 同 期 の 回 復 が 必 要 で あ る と推 測 され るま で そ の ま ま で あ る。

② 同期 の 再 設 定

何 らか の 理 由 で ビ ッ トま た は キ ャ ラ ク タ 同 期 が 外 れ た ら(前 述 の よ う に,例 え ば,あ ら か じめ

決 め た 時 期 に 有 効 な コ ン トロ ー ル.シ ー ケ ン ス が 識 別 で き な か っ た り,ま た は 再 送 の く り返 し不

成 功),そ の2つ の 局 は 同 期 の 回 復 を 試 み る。

再 同 期 の 試 み の前 に,相 手 局 が 再 同 期 の試 み が 次 に 行 な わ れ る こ と に気 づ い て い る こ と を 確 め

る 必 要 が あ る 。 この こ とは,例 え ば,Modemの キ ャ リヤ を 中 断 したb,あ らか じ め 定 め た 時 期

の デ ー タ信 号 を差 控 え る こ と に よ っ て な さ れ る 。

③ タ イ ム.ブ イ ル

デ 一 夕.ブ ロ ック ま た は 応 答 の ど ち らか の 間 の ア イ ドル 時 間 に,8ビ ッ トの 多 重 を 含 む 任 意 の

パ タ ー ン を伝 送 す る こ とが で き る。 も ち ろ ん,そ れ は 有 効 なDLEシ ー ケ ン ス に 以 て い て は いけ

な い し,同 期 を維 持 す る に満 足 で き なけ れ ば な ら な い。DLESYNの 組 合 せ が必 要 な ら統 一

の 目的 で使 用 で き る。 .`

④ ブ ロ ッ ク.フ ィ ル

タ ー ミナ ル が ブ ・ッ ク 内 に、タ イ ム.フ ィ ル を持 つ と き は い つ で も,ア イ ドル.タ イ ム を 占 め る

DLESYEキ ャ ラ ク タ の 充 分 な 対 を 伝 送 す る か,あ る い は 現 行 の ブ ・ ッ ク を速 か に標 準DI、E

ETBBCSシ ー ケ ン ス に よっ て終 結 す るか の い ず れ か で あ る。DLEが セ ッ トされ た 後 で

デ ー タ.キ ャ ラク タが 利 用 可 能 に な っ た ら,伝 送 を 再 開 す る前 に 組 合 わ され たSYNキ ャ ラク タ

が 伝 送 さ れ ね ば な らな い。 全 て のDLESYNフ ィ リ ン グ.キ ャ ラ ク タ と フ ェ イ ジ ン グ.シ ー

ケ ン ス は受 信装 置 で,デ ー タ を デ ー タ.リ ン ク の 外 へ 移 す 前 に 取 除 か れ る 。

〔5〕 手 順

① デ ー タ送 信 装 置 に於 け る手 順

ブ ロ ッ ク計 算 カ ウ ン ター は,切 検 ま た は 伝 送 の 開 始 の と き ゼ ロに リセ ッ トさ れ る。 デ ー タ.ブ

ロ ッ ク は,送 信端 末 の 再 送 蓄 積 容 量 ま で1つ づ つ 伝 送 さ れ る。 そ して,返 送 路 は 応 答 の た め モ ニ

タ ー さ れ る 。 伝 送 は 肯 定 的 応 答 の 定 常 的 な 供 給 が あ る 問 続 け られ る。

否 定 的 応 答 が 受 信 さ れ る と送 信 中 の ブ ロ ッ ク は 棄 て られ,肯 定 的 応 答 を 受 け た最 終 の ブ ロ ック
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の 次 の ブ ロ ック の 始 め か ら再 送 が 開 始 さ れ る。 送 信装 置 がDLEシ ー ケ ン ス ま た は 応 答 の い ず れ

か の 中 に あ る な ら,こ れ を 再 送 の 前 に 終 らせ る 。 そ うで な け れ ば新 しい 開 始 す る シ ー ケ ンス を 送

る 前 に 伝 送 中 の キ ャ ラク タ を 完 成 す る必 要 が 少 く と もあ る。

再 伝 送 を 開 始 した 後 は,送 信 装 置 は 再 送 の 第1ブ ロ ッ ク に 関 す る肯 定 的 応 答 を 受 け る迄 全 て の

他 の応 答 を 無 視 す る 。

同 じ再 送 手 順 を ひ き起 す 多 く の他 の 状 況 が あ る か も知 れ な い 。 これ らは つ ぎ の と お り:

(a)予 め定 め た時 間 内 の無 応 答

(b)応 答 が 失 な わ れ た こ と を示 す シー ケ ンス.応 答 の失 敗

(c)肯 定 的 応 答 の うえ の無 効 な チ ェ ック

再 送 に 於 い て あ らか じめ 定 め た 数 の 不 成 功 の後,〔4〕 ② に述 べ た再 同 期 手 順 が 行 な わ れ る べ き

で あ る 。

② デ ー タ受 信装 置 と し て の 手 順

デ ー タ ・ブ ・ックは,受 信 装 置 で 次 の場 合 の み 使 用 さ れ る;誤 りが な い か シ ー ケ ン ス 内 を修 正 す

る 数 を 持 つ と き。 正 常 で な い ブ ロ ック は 捨 て られ る 。

肯 定 的 応 答 は 受 信 さ れ た オ ー ダ に 無 関 係 に,全 て の エ ラ ー の な い デ ー タ.ブ ロ ック に対 しデ ー'

タ.ブ ・ック番 号 の数 を 付 け て,計 算 サ ブ セ ッ ト位 置 内 の 相 当 す る数 で 一 諾 に返 さ れ る。

否 定 的 応 答 は,正 し くフ レ ー ム さ れ て い る が 誤 っ た ブ ・ ッ ク.シ ー ケ ンス を持 つ全 て の デ.一 夕

.ブ ロ ッ ク に 対 し返 さ れ る 。

無 応 答 は,ブ ・ ッ ク番 号 レ パ ー ト リー か らの キ ャ ラク タが 続 い て い るDLEで 開 か れ て な く,

DLEETBで 閉 じ る ブ ロ ッ ク に対 して 返 され る 。

③ ブ ロ ック 計 算 サ イク ル の リセ ッ ト

回 復 に つ い て 上 の 試 み の全 て が 失 敗 した な ら,そ の と き デ ー タ伝 送 再 開 の た め な さ れ る つ ぎ の

試 み の 前 に ブ ロ ッ ク 計 算 サ イ ク ル の リセ ッ トが な さ れ る 。 ブ ロ ッ ク計 算 サ イ ク ル は デ ー タ 内 容 の

な い ブ ・ ッ ク の完 全 な 計 算 サ イ ク ル を送 るか,あ る い は 合 意 の 監 視 フ ィー ル ドを 含 むNAKプ ・

ッ ク を送 る こ とに よっ て リセ ッ トさ れ る.。

④ ブ ロ ッ ク.チ ェ ッ ク

BCS計 算 は,ブ ロ ック 番 号,応 答 番 号 ま た はNAKを 含 み,こ れ に よ り開 始 す る。 ま た,全

て の デ ー タを 含 みDLESYNを 除 きDLEETBを 含 み,そ れ が 全 て で あ る。

5.5高 級 デ ー タ.リ ン グ 制 御 手 順c・)c・ ・)

コ ン ピ ュ ー タ ま た は コ ン ピュ ー タ類 似 装 置 間 の伝 送 の た め に 考 慮 さ れ て い る もの で,ロ ン ドン会 議

を 境 に して,各 国 で 急 に 討 議 さ れ 始 め た もの で あ る。 パ リ会 議 で は,こ れ に 関 す る各 国 の ドキ ュ メ ン

トは10件 に の ぼ り,こ れ ら を基 に して 勧 告 案 を準 備 す るた め の 文 書%400が 作 成 さ れ た 。

この 制 御 手 順 は,伝 送 フ ォ ー マ ッ トを単 一 化 し,あ らゆ る情 報(メ ッ セー ジ,監 視 情 報 等)を 同 じ
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フ ォ ー マ ッ トで 表 わ し,信 頼 度 と効 率 を主 目的 とす る イ ン タ ラ ク テ ィ ブ な 制 御 手 順 で あ る。

ISO/TC97/SC6は,・ ・イ レ ベ ル.デ ー タ.リ ン ク 制御 手 順 に 関 してCPU-CPU間 等 の 高 い

パ フ ォ ー マ ン ス を 必 要 とす る デ ー タ伝 送 を 前 提 と して ,表5-2の よ うな 一 般 基 準 お よび 表5-3の

よ うな 主 要 方 針 を 提 示 し,さ ら に2つ の 具 体 的 な制 御 手 順 案(ビ ッ ト ・オ リエ ン テ ッ ト ・ア ー タ ・ リ

ン ク制 御 手 順 お よび キ ャ ラク タ ・オ リエ ンテ ッ ド ・デ ー タ ・ リン ク制 御 手 順)を 提 案 して い る 。

ビッ ト・オ リエ ン テ ッ ド ・デ ー タ ・ リ ン ク制 御 手 順 は,

① コー ドとデ ー タ ・フ ォ ー マ ッ トが 制 御 手 順 に 対 し て'完全 に独 立 で あ る こ と(ト ラ ンス ペ ア レ ン

シ)

② デ ー タ ・ シ ー ケ ン ス,肯 定 応 答 お よび 否 定 応 答 が す べ て 誤 りか ら防 御 さ れ る こ と(個 別 に誤 り

防 御 が な さ れ て い る1つ1つ の シー ケ ン ス を'z'フ レ ー ム"と 称 す る)

■

項 目 内 容

信 頼 性 磁気 テー プや磁気デ ィスクとい った パフ ォーマンスの高い計算機周辺装置 で実現

され ている信頼 度とコンパラブルで あること。

・
八 一 フ ォ 『 マ ン ス 高速 データ伝送に適合で き,情 報を最小の遅延で正 しく伝達でき,伝 送回線 を効

率 よく使用で きること。

デー タ'リ ンクの 構成 両方向同時伝 送を可能にするため全2重 回線を必須 とす ること。

・・イレ ベル ・デ ー タ ・リ ンクは 複数 の 回線 か ら成 立 ってい る場 合 も考 慮す る こと。

ポ イ ン ト ・ソー ・ポ イ ン トお よび マル チ ・ポ イ ン ト回 線 の 両 方に 適 用 で き る こと。

交換および非交換回線の両方に適用 できること。

伝 送 施 設 デ ー タ はMODEMの イ ン タ ーフ ェイス で ピ ッ ト直 列 に 同期 方式 で与 え られ る こ

と。

将来のPCM技 術 の使用につい て注意 を払う必要が ある。PCMに 関 しては,伝

送上必要 な情報中の信号交換点がないために生ずる同期崩れに対 する防護策 を考

え てお くこと。

デ ー タ 。リンク の使 用基 準 典型的な情報の流れとして,次 の ことを考慮すること。

① 緊急 メ ッセージと非緊急 メッセージが組み合わ さった情報 の流れ。

② 短 かい メ ッセージと長い メ ッセージが組合さ った情報の流れ。

③ コー ド化 と構造の異なるメ ッセージの組合せ によりなる情報の流れ。

④ 両方向に同時に走 る情報の流れ。

コ〒 ドとフ ォー マ ッ トに 対す る トラ ンスペ ア レ ン シを必須 とす る こと 。

1

)ノ

表5-2ハ イ レ ベ ル ・デ ー タ ・ リ ン ク 制 御 手 順 の 一 般 基 準
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、

伝 送7ォ ー マ ッ ト

伝 送 フ レ ー ム と フ レ ー ミ

ン グ

監 視 フ ィ ー ノレ ド

情 報 フ ィー ル ド

フ レ ー ム ・ チ ェ ッ ク

ー ケ ン ス

表5-3

三 三〕[1・う{1・⊃ 〔三三三り 〔1の
を基本伝 送 フ ォー マ ッ トと考 え る 。

上 記 のフ ォー マ ットを と って伝 送 さ れ る一群 の デ ー タの 全体 を、、フ レ

ー ム"と よぶ 。

フ レー ミ ングは オ ー プニ ング ・シー ケ ンス とク ロー ジ ン グ ・シー ケ ン

ス に よ って行 な う。

すべ て 監 視 フ ィー ル ドは8ビ ッ トの整 数 倍 とす る。

フィール ドは必須部分と.任意 部分に分割 し,任 意部分は付加的制御

表示 に使用する。

情 報の 中 味(コ ー ド,7ォ ーマ ッ トな ど)は 完 全 にユ ーザの 自由 に ま

かせ,デ ータ ・リンクとしては 単 なる ビ ッ ト ・ス トリー ム と して扱 う。

16ビ ッ トのブ ロ ック ・チ ェ ック ・シー ケ ンス以外 に,こ れ よ り も長

い シー ケ ン ス,短 い シー ケ ン ス も検 討 するo

順 方向監 視は フ レ ー ムの監 視 フ ィー ル ドに よって運 ば れ る もの とす る 。

逆方向監視はフ レー ムの監視 フィール ドでできるか ぎり速 く送 られる

もの とする。4線 式回線 の関連す るチャンネルで送 られるもの とする。

ハ イ レ ベ ル ・デ ー タ ・ リ ン ク 制 御 手 順 の 主 要 方針

③ デ ー タ ・フ レー ム と応 答 フ レー ムの ど ち ら も番 号 付 け さ れ る こ と。

④ 応 答 の 返 送 は,逆 方 向 に お け る デ ー タ ・ フ レ ー ム とデ ー タ ・フ レ ー ム・の 間 に の み 許 さ れ,応 答

が デ ー タ ・フ レー ム 中 に 割 込 ま れ る こ とが な い こ と。

⑤ す ぺ て の 制 御 シ ー ケ ン ス は シ ス テ ムが トラ ン ス ペ ア レ ン トで あ る と い う制 約 の 範 囲 内 で識 別 で

き,回 復 手 順 を簡 素 化 で き る こ と。

⑥ す べ て の デ バ イス 制 御,デ バ イス 状 態 お よび 上 級 の ネ ッ トワー ク の た め の 経 路 情 報 をデ ー タ と

見 な し,基 本 リ ン ク 制 御 に は 無 関 係 に で き る こ と を 目的 とす る も の で あ り,フ レ ー ム ・フ ォ ー マ

ッ トを 図5-14の よ うに 規 定 して い る 。
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・① 標準フォーマタト 、

フラタグ アドレス 制御 データBCSフ ラッグ

后 ♂ 「口 「=マ 日三 二[「 ロ ー

① 応 答

フラッグ アドレス 制御BCSフ ラッグ

扁 「訂 「㌃ 「颪 「識

⑰1.デ ータはどんなピvト の ンーケンスでもよい。送信機はデータ・シーケンスを調べていて"1"

のビ7ト が5ケ 連続 したらそのthkcnO"ビ7ト を挿入 し,受 信機はデータ・シーケンス中の達観

する5ケ のzal"ピPtト にすぐ続 く"0"ピ ントを取 り除かなければな らない。

2FCSttOOlTT多 項式を用いて生成される16ピ ットのサイクリック・チ ェック ・シーケンスで

ある。

図5-14フ レ ー ム ・フt－ マvト

■

キ ャ ラク タ ・オ リ エ ン テ ッ ド ・デ ー タ ・ リ ンク 制 御 手 順 は,ISO/TC97/SC6(London-18)

325の 提 案 を 発 展 さ せ た も の で,デ ー タ は8ビ ッ トの整 数 倍 で 構 成 さ れ,デ ー タ伝 送 中 は キ ャ ラ ク タ

同 期 を保 持 しな け れ ば な ら な い 。 この 制 御 手 順 は,

①ISO/DR.1745の 基 本 モ ー ド制 御 手 順 お よび そ の拡 張 モ ー ド手 順 で は,将 来 の シ ス テ ム を考

え た と き,そ れ に ふ さ わ しい 効 率 と 信頼 性 が 得 ら れ な い と い う認 識

② 既 存 の シス テ ムが,新 しい 手 順 を用 い る シス テ ム に発 展 して い け る よ うに す る た め のISO/

DR.1745の 基 本 モ ー ドお よび そ の拡 張 モー ドと あ る程 度 互 換 性 の あ る新 しい シス テ ム に 対 す る

必 要 性

か ら提 案 され た もの で,

① 両 方 向 交 互,非 連 続 伝 送

② 両 方 向 同 時,非 連 続 伝 送

③ 両 方 向 同 時,連 続 伝 送

の3つ の 運 用 上 の カ テ ゴ リに 適 用 す る こ と を 意 図 し て い る。

デ ー タ ・ブ ロ ック お よ び 監 視 ブ ロ ッ ク の基 本 的 な フ ォ ー マ ッ トは 図5-15の とお り に規 定 さ れ て

い る 。
1
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「

し

デ ー タの トラ ン ス ペ ア レ ン シ に 関 して は,二 重DLE法 を 用 い て,ブ ロ ッ ク の 最 初 のDLEで 始t

り,DLEETBで 終 結 す る よ うに 考 え られ て い る。・

高 級 デ ー タ ・ リ ン ク制 御 手 順 は,今 後 デ ー タ通 信網 の 発 展 に 伴 な い 今 後 の 検 討 の重 要 な 課 題 で あ る。

検 討 の 方 向 と して つ ぎ の よ うな 点 が 考 え ら れ る 。

(a).デ ー タ ・ リン ク 制 御 機 能 と して 考 え られ る機 能 を 全 て1)ス ト ・ア ップ し,そ れ を必 須 機 能 と任 意

機 能 に 分 類 整 理 す る。

(b)予 想 され る コ ン ピ コ.一 夕 ・ネ ッ トワ ー ク と の 関連 で,ハ イ レベ ル ・デ ー タ ・ リ ン ク 制 御 手順 を,

デ ー タ ・ リ ン ク制 限 に 限 定 す る か,あ る い は ネ ッ トワ ー ク の 制 御 に ま で 発 展 さ せ るべ きか の 検 討 。

(c)現 在 提 案 さ れ て い る 各 項 目 の よb深 い 検 討 。

`

一39一



6.誤 り 制 御 〔1〕

デ ー タ伝 送 回 線 で 発 生 す る誤 り を検 出 し,デ ー タ の 品 質 を 向 上 す るた め の 種 々 の 方 法 が あ る が,基

本 的 な 誤 り検 出 方 式 を 挙 げ る と つ ぎ の よ う に な る。

(a)キ ャ ラク タ ・パ リテ ィ ・チ ェ ッ ク 方 式

(b)水 平 垂 直 パ リテ ィ ・チ ェ ッ ク 方 式

(c)nCr符 号(ARQ)方 式

(d)群 計 数 方 式

(e)サ イ ク リ ック 符 号(CRO)方 式

(d)連 送 方 式(VerdanBauer)

(e)返 送 照 合 方 式(字 号 ご と制 御,ブ ロ ッ ク 制 御)

一 般 に デ ー タ伝 送 回 線 に お け る 誤 り の発 生 は,誤 りが 発 生 す る とそ れ に 随 伴 して い くつ か の 誤 りが

続 き,そ の誤 り群 が お さ ま る と しば ら く安 定 状 態 が続 く とい う傾 向 を もっ て い る 。 こ の た め最 近 で は

デ ー タ を い くつ か の ブ ロ ッ ク に 分 け,ブ 亘 ッ ク 内 の 誤 りを 一 括 して チ ェ ッ ク す る い わ ゆ る ブ ロ ッ ク ・

チ ェ ッ ク が 多 く用 い られ る よ うに な っ て い る。

ISO/TO97/SC6は1968年 の トリノ の会議 で,水 平 ・垂 直 パ リテ ィ ・ チ ⇒ ッ ク を取bあ げ,

1970年 の パ リ会 議 で勧 告 案rDR1732情 報 メ ッ セ ー ジ 中 の 誤 り検 出用 水 平 パ リテ ィ の用 法 」を作

成 した 。 ま た,CCITTで はSP・Aが ア ル ゼ ンチ ン総 会(1968年)に 案 を 提 出,「 コー ドに 依 存

しな い 誤 り制 御 方 式 」と してCRC方;6ttos勧 告(V・41)さ れ た 。

以 下 こ の2方 式 に つ い て述 べ る。

`

61水 平パ リテ.の 使用1。関す 臼SO標 準 〔1〕

こ の標 準 は 工SO7ビ ッ ト符 号 を用 い る シス テ ム に適 用 され る。 キ ャ ラクタ ・パ1Jテ ィセ ンス は 同 期

シス テ ムで は 奇 数,非 同 期 シ ス テ ム で は 偶 数 で 行 な わ れ る。プ・ ッ ク'チ ェ ッ ク ・キ ャ ラク タ の生 成 規 則

の 大 要 は つ ぎの 通 りで あ る。

① ブ ロ ック'チ ェ ッ ク ・キ ャ ラ ク タ(BCC)は7ビ ッ ト+1パ リテ ィ で構 成 さ れ る 。

②BCCの 最 初 の7ビ ッ トのfoの お の は 送 信 ブ ロ ック を各 コ ラ ム ご と に 合 計 したModulo2の 二

進 和 で あ る。

③ ブ ロ ック の 各 コ ラ ム の 長 さ 方 向 の パ リテ ィはBCCを 含 め て偶 数 で あ る 。

④BCCの パ11テ ィ・ビッ ト は 同 期 伝 送 で は 奇 数,非 同 期 伝 送 で は 偶 数 で あ る。

⑤B .CC加 算 はSOHま た はSTXに よっ て開 始 さ れ るが,開 始 用 のSOH,STXは 加 算 に含

め な い。

⑥SOHで 加 算 を 開 始 した の ち に 現 わ れ たSTXは 加 算 に 含 め る 。

⑦SYNの 例 外 を 除 き,BCC加 算 を 開 始 し た の ち に現 わ れ る キ ャ ラ ク タ はETB,ETXを 含

め,す べ て 加 算 す る。
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⑧ETBま た はETXとBCCと の 間 に はSYNを 含 め て い か な る キ ャ ラ ク タ も介 在 さ せ な い 。

6、2CRCI。 関 す るCCITT勧 告 〔1〕

水 平 ・垂 直 パ リテ ィ.チ ェ ック 方 式 は8ビ ッ トす べ て を デ ー タ と して伝 送 す る 〃CODEFREE!「

伝 送 に は 適 用 が む ず か しい し,一 方複 雑 か つ 高 速 の コ ン ピ ュ ー タ リン クに お い て は,こ の 方 式 は デ ー

タ 信頼 度 の 点 で い ま ひ と つ 不 満 が あ る。 こ の よ う な点 を考 慮 して,ISO/TC97/SC6-N190付

録A(ジ ュ ネ ー ブ ー1967)で は 誤bを 防 止 す る 他 の方 法 が 許 さ る べ き こ と を示 唆 して い る。

CCITTで は 総 会(ア ン ゼ ル チ ン ー1968)に お い て 「勧 告V.41コ ー ドイ ン デ ペ ン デ ン トな 誤

り制 御 方 式 」を勧 告 し た。 これ は ブ ロ ック の 長 さ,多 項 式,サ ー ビス.ビ ッ ト の 使 用 法,起 動 手 順 な ど

か な り詳 細 な内 容 を もつ も の で,そ の 骨 子 は 次 に 示 す 通 り と な っ て い る。

① こ の シス テ ム は 順 方 向 チ ャ ン ネ ル で 同 期 伝 送 を使 用 す る。 ま た 同 時 逆 方 向 チ ャ ン ネ ル が 必 要 で

あ っ て そ れ は 非 同 期 伝 送 で 使 用 さ れ る 。

② 順 方 向 の 情 報 の 流 れ は ブ ロ ッ クに 分1・1ら れ 各 ブ ロ ッ ク は4つ のサー ビス.ビ ッ ト,情 報,お よ び

16の チ ェ ッ ク ビ ッ トか ら成 る。

③1ブ ロ ッ ク 当 りの 情 報 は240ま た は480ま た は960ビ ッ トと し,各 ブ ロ ック は ブ ロ ッ ク間

隔 な しに 次 か ら次 へ と続 く。

④ サー ビス.ビ ッ トと情 報 ビ ッ トは と も に メ ッセ ー ジ 多項 式 を 構 成 し,そ れ はM・dulo2で 生 成 多

項 式

xl6十xl2十X5十1

で 割 算 さ れ る。 チ ェ ック.ビ ッ トは こ の 割 算 過 程 を 完 結 した 時 に 得 られ る 剰 余 多 項 式 に 一 致 す る。

⑤ サー ビス.ビ ッ トは ブ ロ ッ ク 順 序 を表 示 し,ま た 情 報 ビ ッ トの 外 で な ん らか の 制 御 情 報 を 伝 え る

こ との 目的 を も つ 。

こ の サ イ ク リ ック 符'号 を用 い た 誤 り制 御 方 式 は 短 い メ ッ セ ー ジか ら長 い メ ッ セ ー ジ の伝 送 に い た る

ま で 一 様 に 適 合 す る も の で,特 に そ の コー ドイ ン デ ペ ン デ ン トな 性 質 か ら今 後 の 総 合 デ ー タ端 末 や 計

算 機 間 の 伝 送 に 多 く用 い ら れ る で あ ろ う こ とが 予 想 さ れ て い る。
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ス 標 準 化 へ の 指 向

各 デ ー タ通 信 シス テ ムが そ れ ぞ れ に独 立 の ま ま で あ る な らば,運 用 上 の 支 障 は 生 じな い 。 しか し,

た と え そ うで あ っ て も標 準 化 が 行 な わ れ れ ば,ハ ー ドウ ェア,ソ フ ト ウェ ア 両 面 に於 い て 建 設,要

員 教 育 な ど種 々 の 面 に コス トダ ウ ン や能 率 の 向 上 を計 る こ とが で き る。

ま た デ ー タ通 信 の本 来 の 性 格 か らみ て,特 別 な 場 合 を 除 きそ の シ ス テ ム が 閉 鎖 した ま ま で あ る こ

とは 自 らの 機 能 を 抑 え る こ と に な る と思 わ れ る。 シス テ ム 間 の 相 互 の 接 続 の た め に は イ ン タ フ ェ

ー ス を あ わ せ るた め 標準 化 が 必 要 な こ と は 今 さ ら云 うま で もな い 。

通 信技 術 の発 展 は,世 界 の 各 地 域 を ます ます 密 接 に 結 び あ わ せ る 方 向 に 進 ん で い る 。 標 準 化 が 要

求 され る も の の 中 で も,と くに通 信 系 の 標 準 化 は,世 界 的 な標 準 か らは ず れ て は 将 来 に 大 き な禍 根

を残 す こ と に な る。ISOや,CCITTの 動 向 に 十 分 配 慮 し積 極 的 に 貢 献 しな が らわ が 国 の 標 準 化

を進 め る必 要 が あ る 。
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